Shinobu Orikuchi “Bright moon a frosty night dance reconsideration of the mountain” To the present of the “Hana maturi” by 斎藤, 英喜
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
「
花
祭
」
研
究
の
現
在
へ
斎
藤
英
喜
〔
抄
録
〕
昭
和
五
年
に
発
表
さ
れ
た
折
口
信
夫
の
「
山
の
霜
月
舞
」
新
全
集
21
）は
、
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
と
い
う
加
筆
さ
れ
た
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
と
も
に
、
奥
三
河
の
民
俗
芸
能
「
花
祭
」
研
究
の
嚆
矢
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
折
口
の
「
大
嘗
祭
」
論
と
も
ク
ロ
ス
す
る
「
真
床
覆
衾
」
や
「
霊
魂
」
の
復
活
、
再
生
と
い
う
問
題
が
追
及
さ
れ
て
い
く
。
本
稿
で
は
、
近
年
の
祭
文
研
究
か
ら
導
か
れ
た
「
中
世
神
楽
」
と
し
て
の
花
祭
論
と
交
差
す
る
地
平
を
探
索
す
る
と
と
も
に
、
本
論
文
が
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
展
開
し
た
「
神
社
非
宗
教
論
」
の
時
代
動
向
の
な
か
で
執
筆
さ
れ
た
意
義
を
捉
え
る
こ
と
で
、
折
口
信
夫
の
あ
ら
た
な
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。
キ
ー
ワ
ー
ド
花
祭
浄
土
入
り
、
真
床
覆
衾
、
中
世
神
楽
、
神
社
非
宗
教
論
、
大
嘗
祭
は
じ
め
に
愛
知
県
と
長
野
県
の
県
境
、
天
竜
川
流
域
の
「
奥
三
河
」
と
呼
ば
れ
る
山
あ
い
の
集
落
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
花
祭
」
は
、
民
俗
芸
能
の
代
表
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
童
子
た
ち
の
可
憐
な
舞
や
青
少
年
た
ち
の
躍
動
的
な
舞
、
ま
た
異
形
の
姿
を
見
せ
る
鬼
た
ち
の
舞
、
そ
し
て
見
物
人
を
興
奮
の
渦
に
巻
き
込
む
湯
ば
や
し
な
ど
、
夜
を
徹
し
て
行
な
わ
れ
る
祭
り
は
、
い
ま
も
多
く
の
人
び
と
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
の
研
究
は
昭
和
初
期
に
お
け
る
早
川
孝
太
郎
、
折
口
信
夫
に
始
ま
り
、
一
九
五
〇
年
代
の
本
田
安
次
、
七
〇
年
代
の
五
来
重
、
八
〇
年
代
の
武
井
正
弘
、
九
〇
年
代
の
山
本
ひ
ろ
子
、
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
の
井
上
隆
弘
、
山
崎
一
司
ら
の
研
究
へ
と
展
開
し
、
現
在
に
い
た
る１
）
。
花
祭
は
、
な
に
よ
り
も
そ
の
華
麗
な
舞
が
特
徴
的
と
さ
れ
る
が
、
近
年
の
研
究
で
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
花
太
夫
（
禰
宜
）
や
み
ょ
う
ど
（
宮
人
）
た
ち
に
よ
っ
て
読
誦
さ
れ
る
「
祭
文
」
の
世
界
で
あ
る
。
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
五
来
重
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』（
第
十
七
巻
「
解
説
」
一
九
七
二
年
）
で
あ
る
。
五
来
は
、
儀
式
的
な
「
古
代
祭
文
」
と
近
世
の
芸
能
化
し
た
一
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
「
歌
祭
文
」「
く
ず
れ
祭
文
」
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
「
継
子
あ
つ
か
い
」
さ
れ
て
き
た
「
中
世
の
祭
文
」
と
し
て
花
祭
関
係
の
祭
文
へ
の
注
目
を
喚
起
し
、
多
数
の
祭
文
資
料
を
収
録
し
て
い
る２
）
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
受
け
て
山
本
ひ
ろ
子
は
、
近
代
の
神
仏
分
離
、
国
家
神
道
の
時
代
に
封
印
さ
れ
、
消
去
さ
れ
て
い
っ
た
花
祭
の
中
世
的
な
様
態
は
、
早
川
や
折
口
ら
の
研
究
で
は
等
閑
視
さ
れ
た
「
祭
文
」
の
宗
教
世
界
に
こ
そ
隠
さ
れ
て
い
た
、
と
見
定
め
て
い
く
の
で
あ
る３
）
。
か
く
し
て
「
祭
文
」
か
ら
見
え
て
く
る
花
祭
の
中
世
的
相
貌
は
、
岩
田
勝
に
よ
る
中
国
山
地
の
神
楽
研
究
と
リ
ン
ク
し４
）
、
ま
た
近
年
に
あ
っ
て
も
祭
文
読
誦
の
神
楽
や
祈
禱
の
現
場
を
保
持
し
つ
づ
け
て
い
る
高
知
県
旧
物
部
村
（
現
・
香
美
市
物
部
町
）
の
「
い
ざ
な
ぎ
流
」
の
世
界
と
も
呼
応
す
る
こ
と
で５
）
、「
中
世
神
楽
」
と
い
う
あ
ら
た
な
視
野
を
切
り
開
き
、
祭
文
を
「
中
世
神
話
」
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
見
て
い
く
方
法
的
な
研
究
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る６
）
。
さ
て
、
こ
う
し
た
研
究
史
の
な
か
で
、
折
口
信
夫
は
早
川
孝
太
郎
と
と
も
に
、
す
で
に
「
過
去
」
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
り
わ
け
折
口
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
「
鎮
魂
」
や
「
再
生
・
復
活
」
と
い
っ
た
概
念
は
、
花
祭
や
神
楽
を
め
ぐ
る
「
古
層
」「
発
生
」
の
定
式
化
し
た
研
究
と
し
て
批
判
さ
れ
、
あ
る
い
は
折
口
独
自
な
「
神
学
」（
詩
人
的
直
感
）
と
さ
れ
て
、
乗
り
越
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
が
一
般
的
な
認
識
で
あ
る７
）
。
山
本
ひ
ろ
子
に
よ
る
「
祭
文
」
へ
の
注
目
も
、
折
口
が
祭
文
を
「
等
閑
視
し
た
」
と
い
う
批
判
の
う
え
に
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
、
折
口
信
夫
の
花
祭
研
究
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
三
月
刊
行
『
民
俗
芸
術
』
第
三
巻
第
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
山
の
霜
月
舞
｜
花
祭
り
解
説
｜
」（
新
版
『
折
口
信
夫
全
集
』
21
巻
、
所
収
。
以
下
「
新
全
集
」
と
表
記
）
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
五
月
に
岡
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
早
川
孝
太
郎
『
花
祭
』
の
後
編
に
折
口
信
夫
が
執
筆
し
た
解
説
文
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
が
あ
る
。
両
者
は
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
に
は
「
山
の
霜
月
舞
」
の
後
半
、
約
四
ペ
ー
ジ
分
の
増
補
・
加
筆
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
も
う
『
花
祭
り
』
の
本
文
二
冊
な
が
ら
刷
り
あ
が
つ
た
今
に
な
つ
て
や
つ
と
、
纔
か
な
資
料
が
、
手
に
入
り
ま
し
た８
）
」
と
述
べ
、
三
沢
山
内
の
辻
紋
平
に
よ
る
「
三
河
北
設
楽
の
村
々
で
行
は
れ
た
神
楽
に
就
い
て
」（『
民
俗
芸
術
』
第
一
巻
第
十
号
、
一
九
二
八
年９
）
）
の
情
報
を
取
り
込
ん
で
、
加
筆
し
た
の
で
あ
る
。（
な
お
、
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
は
、
旧
・
新
全
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
）
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
の
加
筆
部
分
が
、
三
沢
山
内
の
禰
宜
家
（
花
太
夫
家
）
な
ど
に
伝
わ
る
「
五
種
類
の
神
楽
の
次
第
書
」
（
な
お
「
山
の
霜
月
舞
」
で
は
、「
六
種
類
の
神
楽
の
次
第
書
」
と
あ
る
）
に
も
と
づ
い
て
考
察
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
早
川
が
見
て
い
な
い
テ
キ
ス
ト
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
次
第
書
こ
そ
、
近
年
の
祭
文
研
究
と
リ
ン
ク
し
て
く
る
重
要
な
内
容
も
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。「
山
の
霜
月
舞
」
か
ら
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
に
こ
そ
、
注
目
す
べ
き
課
題
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
で
、
折
口
が
早
川
孝
太
郎
と
と
も
に
花
祭
の
見
学
を
始
め
た
の
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
か
ら
で
あ
る
が10
）
、
同
年
に
は
、
文
部
省
の
宗
教
制
度
調
査
会
を
中
心
と
し
た
「
宗
教
法
」
が
審
議
・
立
案
さ
れ
、
神
社
祭
祀
の
「
宗
教
性
」
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
と
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
治
三
十
年
代
以
降
の
、
い
わ
ゆ
る
「
国
家
神
道
」
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
、
す
な
わ
ち
「
神
社
非
宗
教
論
」
が
問
題
化
し
て
い
く
時
代
状
況
で
あ
る11
）
。
こ
う
し
た
神
社
祭
祀
の
「
宗
教
性
二
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
╱
非
宗
教
性
」
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
く
な
か
で
、
昭
和
五
年
「
山
の
霜
月
舞
」（「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」）
が
書
か
れ
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
注
目
し
た
い
。
そ
の
と
き
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
昭
和
天
皇
の
即
位
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
同
年
に
「
大
嘗
祭
の
本
義
」（
新
全
集
３
）
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
見
過
ご
せ
な
い
と
こ
ろ
だ
。
折
口
の
花
祭
論
は
、
彼
の
大
嘗
祭
論
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
だ12
）
。
以
下
、
本
稿
で
は
ふ
た
つ
の
問
題
を
設
定
し
た
い
。
ひ
と
つ
は
折
口
の
花
祭
論
を
、
近
年
の
「
中
世
神
楽
」
研
究
と
ク
ロ
ス
さ
せ
て
読
み
な
お
す
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
「
神
社
非
宗
教
論
」
が
議
論
さ
れ
た
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
時
代
状
況
の
な
か
で
折
口
の
花
祭
論
が
書
か
れ
た
意
味
を
考
え
て
い
く
こ
と
、
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
近
代
」
の
な
か
で
の
折
口
信
夫
の
学
問
を
問
い
な
お
し
、
あ
ら
た
な
可
能
性
を
発
見
す
る
、
と
い
う
目
論
み
に
繫
が
る
。
そ
う
し
た
予
感
に
導
か
れ
つ
つ
、
さ
っ
そ
く
本
論
に
進
む
こ
と
に
し
ょ
う
。
一
、「
山
の
霜
月
舞
」
か
ら
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
へ
「
大
神
楽
」
の
次
第
書
を
め
ぐ
っ
て
早
川
孝
太
郎
『
花
祭
』
後
編
で
は
、
花
祭
の
母
胎
と
な
っ
た
三
河
の
「
神
楽
」
（
大
神
楽
と
も
。
以
下
「
大
神
楽
」
に
統
一
）
の
実
態
究
明
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
大
神
楽
と
は
、
複
数
の
村
落
が
合
同
の
神
楽
組
を
組
織
し
て
行
う
共
同
祭
礼
で
、
数
年
、
数
十
年
に
一
度
、
数
日
数
夜
を
か
け
て
挙
行
さ
れ
た
。
開
催
地
は
近
世
初
頭
の
曽
川
・
三
沢
山
内
地
区
か
ら
、
近
世
後
期
に
は
上
黒
川
・
下
黒
川
・
古
戸
へ
と
移
行
し
た
。
そ
の
成
立
は
中
世
末
期
に
ま
で
遡
り
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
実
修
を
最
後
に
途
絶
え
た
が
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
一
三
四
年
ぶ
り
に
豊
根
村
で
復
興
さ
れ
た
。
こ
の
巨
大
祭
礼
「
大
神
楽
」
を
一
日
一
夜
の
恒
例
祭
祀
に
組
み
替
え
た
の
が
「
花
祭
」
で
あ
っ
た
。
さ
て
「
大
神
楽
」
の
中
心
と
な
る
次
第
が
初
日
の
「
生
ま
れ
子
・
清
ま
り
」、
二
日
目
の
「
浄
土
入
り
」
と
い
う
人
生
三
度
（
四
度
）
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
儀
礼
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
①
生
ま
れ
子＝
新
し
く
生
ま
れ
た
子
が
神
の
子
と
な
る
儀
礼
（
二
歳
）、
②
清
ま
り＝
元
服
し
た
と
き
の
成
年
戒
（
十
三
歳
）。
神
祭
り
の
集
団
加
入
儀
礼
。
そ
し
て
③
浄
土
入
り＝
還
暦
を
迎
え
た
者
が
擬
死
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
変
わ
る
（
六
十
一
歳
）。「
浄
土
入
り
」
と
は
、
生
き
て
い
る
間
に
「
浄
土
」
に
結
縁
し
、
あ
ら
た
に
「
神
子
」
と
し
て
再
生
し
て
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。（
な
お
、「
浄
土
入
り
」
写真① 一九九〇年の復興された浄土入り写真② 「白山」
三
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
に
は
厄
年
に
あ
た
る
人
の
立
願
者
も
加
わ
る
。「
扇
笠
」
と
呼
ば
れ
る
。
後
述
）
大
神
楽
の
「
浄
土
入
り
」
の
儀
礼
は
、
還
暦
を
す
ぎ
た
立
願
者
が
白
装
束
で
笠
を
か
ぶ
り
、
杖
を
つ
い
て
「
白
山
」
と
い
う
装
置
に
入
る
次
第
と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
「
生
ま
れ
清
ま
り
」＝
再
生
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
「
大
神
楽
」
の
浄
土
入
り
に
つ
い
て
、
早
川
は
以
下
の
次
第
書
に
よ
っ
て
復
元
し
て
い
た13
）
。
◇
古
戸
・
佐
々
木
家
文
書
『
神
楽
次
第
』『
神
楽
覚
』『
神
楽
役
割
帳
』
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
◇
下
津
具
・
松
村
家
文
書
『
順
次
次
第
口
伝
書
』
永
享
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
14
）
◇
上
黒
川
・
松
村
家
文
書
『
神
楽
役
割
帳
』
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
↓
折
口
筆
写
◇
下
黒
川
・
清
川
家
文
書
『
四
目
神
楽
次
第
』
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
↓
折
口
筆
写
◇
古
真
立
・
鈴
木
家
文
書
『
神
楽
手
引
順
達
之
次
第
』
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
早
川
は
、
大
神
楽
初
期
の
様
態
を
伝
え
る
三
沢
山
内
の
次
第
書
を
見
る
こ
と
な
く
大
神
楽
を
考
察
し
た
と
見
て
い
い
よ
う
だ15
）
。
一
方
、
折
口
の
「
山
の
霜
月
舞
」
で
は
、
三
沢
山
内
・
下
黒
川
・
上
黒
川
の
「
伝
天
正
・
伝
正
徳
・
伝
慶
長
以
下
、
六
種
の
神
楽
の
次
第
書
」
を
書
写
し
た
と
あ
る16
）
。
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
◇
三
沢
山
内
・
榊
原
家
文
書
『
御
神
楽
日
記
』
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
◇
三
沢
山
内
・
林
家
文
書
『
神
楽
之
次
第
書
』
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
◇
三
沢
山
内
・
林
家
文
書
『
神
楽
事
』
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
◇
三
沢
山
内
・
林
家
文
書
『
神
楽
事
』
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
◇
下
黒
川
・
清
川
家
文
書
『
四
目
神
楽
次
第
』
正
徳
二
年
↓
早
川
に
貸
与
◇
上
黒
川
・
松
村
家
文
書
『
神
楽
役
割
帳
』
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
↓
早
川
に
貸
与
ち
な
み
に
最
古
の
次
第
書
と
さ
れ
る
天
正
本
『
御
神
楽
日
記
』
は
、
五
来
重
に
よ
っ
て
翻
刻
、『
新
訂
増
補
史
籍
集
覧
宗
教
部
雑
部
補
遺
』
に
収
録
さ
れ
、
後
に
慶
長
本
以
下
の
次
第
書
と
と
も
に
豊
根
村
教
育
委
員
会
編
『
神
楽
の
伝
承
と
記
録
』（
昭
和
五
十
九
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。（
同
書
で
は
、
天
正
元
年
を
「
天
正
九
年
」
に
訂
正
）
さ
て
、
山
本
ひ
ろ
子
は
、
こ
の
天
正
本
『
御
神
楽
日
記
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、
中
世
神
楽
の
根
底
を
な
す
「
神
祇
灌
頂
」
の
儀
礼
世
界
を
明
ら
か
に
し
、
花
祭
の
母
胎
と
な
っ
た
「
大
神
楽
」
の
浄
土
入
り
が
も
つ
中
世
の
信
仰
世
界
に
踏
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
折
口
は
、
こ
れ
ら
の
次
第
書
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
大
神
楽
の
姿
を
捉
え
て
い
っ
た
か
。
「
真
床
覆
衾
」
と
「
白
山
」
折
口
信
夫
は
、「
大
神
楽
」
の
何
に
注
目
し
た
の
か
。
そ
れ
を
語
る
箇
所
を
、
「
山
の
霜
月
舞
」
か
ら
い
く
つ
か
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。 四
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
一
昨
年
、
三
越
呉
服
店
で
催
さ
れ
た
「
伊
勢
詣
で
の
会
」
の
出
品
中
、
神
楽
の
書
止
め
が
あ
つ
て
、
其
に
、
ま
ど
こ
お
ふ
す
ま
の
絵
が
あ
つ
た
と
言
ふ
話
を
聞
き
ま
し
た
。
私
は
遂
に
そ
れ
を
見
な
い
で
し
ま
ひ
ま
し
た
が
、
恐
ら
く
天
蓋
の
様
な
形
を
し
た
も
の
で
、
其
を
垂
ら
す
と
す
つ
か
り
姿
が
隠
れ
て
し
ま
ふ
事
に
な
る
の
だ
と
思
ひ
ま
す
。
真マ
床ドコ
襲オ
衾フスマが
蒲
団
の
様
な
も
の
で
あ
つ
た
の
は
、
極
古
代
で
、
後
に
は
そ
ん
な
形
に
な
つ
た
の
で
す
。
此
が
伊
勢
の
神
楽
に
這
入
つ
た
の
が
何
時
で
あ
つ
た
か
は
、
一
寸
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
。
又
後
の
神
楽
に
も
そ
ん
な
も
の
は
な
い
様
で
す
が
、
確
に
或
時
代
に
は
其
が
あ
つ
た
ら
し
い
の
で
す
。
其
を
想
像
さ
せ
る
も
の
が
、
設
楽
の
山
奥
に
伝
つ
た
神
楽
（
引
用
者
註
・
奥
三
河
の
大
神
楽
こ
と
）
の
中
に
あ
る
の
で
す
。
（
新
全
集
21
、
304
頁
）
此
神
楽
（
三
河
の
大
神
楽
）
で
先
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
、
伊
勢
の
神
楽
の
真
床
襲
衾
に
あ
た
る
も
の
を
、
こ
ゝ
で
は
白シラ
山ヤマ
と
言
う
て
ゐ
る
事
で
す
。
此
に
這
入
っ
て
生
れ
出
る
式
が
あ
つ
た
の
で
す
。
（
新
全
集
21
、
306
頁
）
真
床
襲
衾
が
天
幕
の
様
に
な
つ
た
訳
で
、
神
楽
（
三
河
の
大
神
楽
）
の
方
で
は
、
こ
れ
に
這
入
る
中
心
行
事
を
、
う
ま
れ
き
よ
ま
り
と
言
う
て
ゐ
ま
す
。
き
よ
ま
り
は
き
よ
ま
は
り
で
、
物
忌
み
を
し
て
浄
め
る
事
だ
つ
た
の
で
す
が
、
白
山
の
聯
想
か
ら
生
れ
出
る
事
を
考
へ
て
、
う
ま
れ
と
つ
け
る
様
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
（
新
全
集
21
、
308
頁
）
伊
勢
神
楽
で
用
い
ら
れ
た
「
真
床
襲
衾
」
と
大
神
楽
の
「
白
山
」
と
の
類
似
性
へ
の
着
目
。
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
「
真
床
襲
衾
」
と
は
、『
日
本
書
紀
』
の
天
孫
降
臨
神
話
に
「
時
に
高
皇
産
霊
尊
、
真
床
追
衾
を
以
ち
て
、
皇
孫
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
に
覆
ひ
て
降
り
ま
さ
し
む
」（
神
代
下
・〔
第
九
段
〕
正
文
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
、
119
〜
20
頁
）
と
、
降
臨
す
る
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
包
ん
だ
聖
衣
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
中
世
の
『
日
本
書
紀
』
注
釈
学
で
は
、
た
と
え
ば
「
今
世
、
太
神
宮
以
下
、
諸
社
神
体
、
奉
覆
御
衾
。
是
其
縁
耳
」（『
釈
日
本
紀
』
第
八
、
神
道
大
系
本
、
194
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
御
神
体
を
覆
う
聖
衣
と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
太
神
宮
以
下
」
と
あ
る
よ
う
に
、
伊
勢
神
宮
の
御
神
体
を
覆
う
「
御
衾
」
を
特
化
し
て
い
る
が
、
後
に
伊
勢
の
大
大
神
楽
の
次
第
書
に
「
神
座
ノ
上
ニ
懸
ク
ル
蓋
一
枚
〔
此
ヲ
真
床
覆
衾
（
マ
ト
コ
オ
フ
ス
マ
）
と
謂
フ
〕」
（「
御
神
楽
儀
式
」）17）
と
、
神
楽
の
場
を
飾
り
立
て
る
祭
具
の
名
称
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
天
上
か
ら
吊
る
さ
れ
た
天
蓋
を
伊
勢
で
は
「
真
床
覆
衾
」
と
呼
び
、
三
河
の
花
祭
で
は
「
白
蓋
びゃっけ
」「
湯ゆ
蓋ぶた
」
と
呼
ん
だ
こ
と
は
本
田
安
次
も
指
摘
す
る
が18
）
、
折
口
は
、
さ
ら
に
大
神
楽
の
「
白
山
」
と
い
う
「
天
幕
の
様
」
な
も
の
を
真
床
襲
衾
と
同
類
と
解
釈
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
白
山＝
真
床
覆
衾
に
這
入
る
こ
と
を
「
き
よ
ま
り
」
ま
た
は
「
う
ま
れ
き
よ
ま
り
」
と
呼
ぶ
と
連
想
し
て
い
く
と
こ
ろ
は
折
口
信
夫
の
直
感
、
と
称
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
け
っ
し
て
根
拠
の
な
い
「
直
感
」
で
は
な
い
。
中
世
の
『
日
本
書
紀
』
注
釈
学＝
「
中
世
日
本
紀
」
か
ら
生
成
し
た
「
真
床
覆
衾
」
の
注
釈
か
ら
、
そ
れ
を
神
楽
と
い
う
儀
礼
の
祭
具
へ
と
読
み
替
え
て
い
く
系
譜
の
な
か
に
、
折
口
の
論
を
位
五
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
わ
け
だ
。
と
こ
ろ
で
も
う
ひ
と
つ
見
過
ご
し
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
民
間
の
神
楽
を
論
じ
る
な
か
で
取
り
上
げ
た
「
真
床
襲
衾
」
が
、
天
皇
の
即
位
儀
礼
、
大
嘗
祭
の
解
釈
と
連
動
し
て
い
く
と
こ
ろ
だ
。
折
口
の
著
名
な
論
考
「
大
嘗
祭
の
本
義
」（
新
全
集
３
）
で
展
開
さ
れ
た
論
、
す
な
わ
ち
即
位
す
る
天
皇
が
真
床
襲
衾
に
包
ま
っ
て
、
「
天
皇
霊
」
を
そ
の
身
に
附
着
さ
せ
る
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
大
嘗
祭
の
時
の
、
悠
紀
・
主
基
両
殿
の
中
に
は
、
ち
や
ん
と
御
寝
所
が
設
け
ら
れ
て
あ
つ
て
、
蓐
・
衾
が
あ
る
。
褥
を
置
い
て
、
掛
け
布
団
や
、
枕
も
備
へ
ら
れ
て
あ
る
。
此
は
、
日
の
皇
子
と
な
ら
れ
る
御
方
が
、
資
格
完
成
の
為
に
、
此
御
寝
所
に
引
き
籠
つ
て
、
深
い
御
物
忌
み
を
な
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
実
に
、
重
代
な
る
鎮
魂
ミタマフリ
の
行
事
で
あ
る
。
此
処
に
設
け
ら
れ
て
居
る
衾
（
真
床
覆
衾
の
こ
と
）
は
、
魂
が
身
体
へ
這
入
る
ま
で
、
引
籠
も
つ
て
居
る
為
の
も
の
で
あ
る
。
（「
大
嘗
祭
の
本
義
」
新
全
集
3
、
187
頁
）
折
口
に
と
っ
て
、
大
神
楽
と
い
う
民
間
祭
祀
の
世
界
と
、
大
嘗
祭
と
い
う
天
皇
儀
礼
の
世
界
と
は
、
同
時
に
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
折
口
が
生
き
た
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
「
神
道
」
を
め
ぐ
る
時
代
動
向
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
本
論
後
半
で
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
天
皇
が
「
真
床
襲
衾
」
に
包
ま
っ
て
、
あ
ら
た
な
魂
を
身
体
に
附
着
さ
せ
、
再
生
す
る
儀
式
と
し
て
大
嘗
祭
を
捉
え
た
こ
と
を
大
神
楽
の
「
白
山
」
の
儀
式
に
も
応
用
す
る
点
だ
。
す
な
わ
ち
「
魂
を
身
に
著
け
る
、
復
活
儀
式
」
と
い
う
視
点
か
ら
天
皇
祭
祀
、
そ
し
て
民
間
の
神
楽
世
界
を
共
振
的
に
捉
え
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ふ
た
た
び
「
山
の
霜
月
舞
」
の
議
論
に
戻
っ
て
み
る
と
、
…
…
魂
を
身
に
著
け
る
、
復
活
の
儀
式
と
し
て
行
は
れ
た
の
が
最
初
の
様
で
す
。
…
…
要
す
る
に
、
真
床
襲
衾
に
於
け
る
と
同
じ
様
に
、
も
の
ゝ
中
に
入
つ
て
、
完
全
に
魂
の
身
に
く
つ
つ
く
時
期
を
待
つ
た
の
で
す
…
。
（
新
全
集
21
、
307
頁
）
大
嘗
祭
を
論
じ
た
方
法
と
大
神
楽
の
「
白
山
」
の
記
述
の
仕
方
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
「
魂
ふ
ゆ
」
と
い
う
霊
魂
の
運
動
へ
さ
ら
に
神
楽
が
行
な
わ
れ
る
「
冬
」
と
い
う
季
節
の
問
題
は
「
魂
ふ
ゆ
」
と
い
う
霊
魂
の
運
動
の
問
題
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
冬
祭
り
に
就
い
て
の
私
の
考
へ
は
、
他
の
場
合
で
述
べ
て
居
ま
す
。
ふ
ゆ
は
魂タマ
ふ
ゆ
の
意
か
ら
出
て
居
る
と
す
る
の
が
、
私
の
考
へ
で
あ
り
ま
す
。
ず
つ
と
古
代
に
は
、
春
祭
り
と
刈
り
上
げ
祭
り
と
は
、
前
夜
か
ら
翌
朝
ま
で
の
行
事
で
し
た
。
其
中
間
に
、
今
一
つ
あ
つ
た
の
が
冬
祭
り
で
す
。
ふ
ゆ
ま
つ
り
は
鎮
魂
式
で
す
。
（
新
全
集
21
、
298
頁
）
「
ふ
ゆ
ま
つ
り
」
は
、「
鎮
魂
式
」
で
あ
る
。「
鎮
魂
式
」（
鎮
魂
祭
）
と
「
神
楽
」
と
の
結
び
着
き
は
、『
記
』『
紀
』
の
岩
屋
ま
え
で
神
が
か
り
す
る
ア
メ
六
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
ノ
ウ
ズ
メ
や
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
物
部
氏
の
鎮
魂
法
な
ど
、
古
代
研
究
で
お
馴
染
み
の
話
題
で
あ
る
が19
）
、
折
口
自
身
の
射
程
は
さ
ら
に
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
彼
が
「
他
の
場
合
」
で
述
べ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
み
よ
う
。
第
一
に
き
め
て
か
ゝ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
「
ふ
ゆ
」
と
い
ふ
語
の
古
い
意
義
で
あ
る
。「
秋
」
が
古
く
は
、
刈
り
上
げ
前
後
の
、
短
い
楽
し
い
時
間
を
言
う
た
ら
し
か
つ
た
と
同
様
に
、
ふ
ゆ
も
極
め
て
僅
か
な
時
間
を
言
う
て
ゐ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
先
輩
も
ふ
ゆ
は
「
殖
ゆ
」
だ
と
言
ひ
、
鎮
魂
即
み
た
ま
ふ
り
の
ふ
る
と
同
じ
語
だ
と
し
て
、
御
魂
が
殖
え
る
の
だ
と
し
、
威
霊
の
信
頼
す
べ
き
力
を
み
た
ま
の
ふ
ゆ
と
言
ふ
の
だ
と
し
て
ゐ
る
。
即
、
威
霊
の
増
殖
と
解
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（「
ほ
う
と
す
る
話
」
新
全
集
2
、
406
頁
）
「
ふ
ゆ
ま
つ
り
」＝
鎮
魂
式
と
い
う
、
折
口
独
特
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
ま
た
「
ふ
ゆ
」
と
は
、
魂
の
復
活
と
と
も
に
、
魂
が
憑
依
、
増
殖
、
進
化
し
て
い
く
と
い
う
発
想
が
こ
こ
に
見
え
て
く
る
。
後
に
「
折
口
神
学
」
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
折
口
の
「
鎮
魂
」
論
は
、
け
っ
し
て
彼
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
文
中
「
先
輩
も
ふ
ゆ
は
「
殖
ゆ
」
だ
と
言
ひ
…
…
」
の
一
節
に
注
目
し
よ
う
。
折
口
は
「
先
輩
」
の
説
を
参
照
し
て
論
じ
て
い
る
の
だ
。「
先
輩
」
と
は
誰
か
。
そ
れ
は
幕
末
の
国
学
者
で
、
平
田
篤
胤
門
下
の
鈴
木
重
胤
（
一
八
一
二
〜
六
三
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
重
胤
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
平
田
鉄
胤
と
対
立
し
、
門
下
の
内
紛
の
な
か
で
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
謎
の
死
を
遂
げ
て
い
る
。
重
胤
の
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
に
展
開
さ
れ
る
、
以
下
の
「
鎮
魂
」
論
こ
そ
、
折
口
が
参
照
し
た
「
先
輩
」
の
説
で
あ
っ
た20
）
。
此
の
布
理
布
由
は
離
遊
べ
る
運
魂
ミ
タ
マ
の
天
中
を
行
歴
る
が
、
人
体
の
中
府
の
降フリ
て
其
触フル
る
魂
を
殖
し
整
へ
る
由
な
り
、
降フル
と
は
神
よ
り
降
す
時
を
以
云
ひ
、
威フユ
と
は
内
に
整
た
る
精
神
の
殖
弘
ご
り
利
用
を
為
を
云
ひ
、
振
と
は
内
に
整
た
る
其
余
韻
の
佗
に
及
至
て
、
其
威
勢
の
加
り
て
神
々
し
く
成
る
事
を
云
に
て
、
其
成
整
ふ
所
識
神
聡
明
く
身
体
剛
健
く
寿
命
長
遠
の
神
術
な
る
者
也
け
り
、
然
れ
ば
鎮
魂
祭
と
は
魂
を
神
よ
り
受
賜
り
殖
し
留
め
て
、
身
と
心
と
相
共
ア
ヒ
ソ
は
令
其
心
を
し
て
神
明
に
令
至
る
祭
に
な
む
有
け
る
、
（『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
第
二
〔
十
二
之
巻
〕
599
頁
）
「
鎮
魂
祭
」
は
、
た
ん
な
る
魂
の
鎮
め
で
も
、
魂
の
活
性
化
で
も
な
い
。
魂
の
増
殖
す
る
過
程
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
神
」
よ
り
授
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
身
体
の
内
で
増
殖
、
成
長
し
、
や
が
て
「
神
明
」
と
合
一
し
て
い
く
実
践
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
鈴
木
重
胤
の
「
鎮
魂
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
だ
。
鈴
木
重
胤
の
「
鎮
魂
」
論
は
、
明
治
期
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
古
神
道
」
の
諸
派
の
行
法
へ
と
展
開
し
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
一
端
が
折
口
信
夫
の
「
学
問
」
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
見
過
ご
せ
な
い21
）
。
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
「
神
社
非
宗
教
論
」
へ
の
批
判
が
こ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
か
ら
だ
（
後
述
）。
以
上
の
よ
う
に
、
折
口
信
夫
が
描
き
出
す
「
大
神
楽
」
の
姿
は
、「
真
床
覆
衾
」
「
白
山
」
と
い
う
籠
り
の
祭
具
を
媒
介
に
、「
魂
ふ
ゆ
」
と
い
う
魂
の
増
殖
、
復
活
、
成
長
と
い
う
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
儀
礼
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
七
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
る
。し
か
し
、
折
口
の
「
大
神
楽
」
論
は
、
そ
こ
に
は
留
ま
ら
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、
現
行
の
「
山
の
霜
月
舞
」
か
ら
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
に
加
筆
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
辻
紋
平
に
よ
る
聞
書
き
資
料
、
さ
ら
に
早
川
孝
太
郎
未
見
と
思
わ
れ
る
天
正
本
『
御
神
楽
日
記
』
な
ど
大
神
楽
次
第
書
を
踏
ま
え
つ
つ
、
展
開
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
あ
ら
た
め
て
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
の
加
筆
部
分
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
「
山
の
霜
月
舞
」
で
は
〔
三
延
年
舞
の
山
〕
と
題
さ
れ
た
文
章
が
終
る
と
、
〔
四
神
楽
の
山
〕
と
い
う
節
が
始
ま
る
の
だ
が
（
新
全
集
21
、
325
〜
26
頁
）、
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
で
は
、〔
三
延
年
舞
の
山
〕
の
表
題
は
カ
ッ
ト
さ
れ
、
あ
ら
た
に
〔
う
つ
む
ろ
と
白
山
〕
の
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
た
文
章
が
〔
四
神
楽
の
山
〕
の
ま
え
に
追
加
さ
れ
て
い
く
。
分
量
的
に
は
、『
早
川
孝
太
郎
全
集
』
版
で
約
四
ペ
ー
ジ
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
加
筆
部
分
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
か
ら
始
ま
る
。（
以
下
、
引
用
は
『
早
川
孝
太
郎
全
集
』
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
た
『
花
祭
』
後
篇
に
よ
る
。）
実
の
と
こ
ろ
、
神
楽
に
つ
い
て
の
私
の
穿
鑿
は
、
甚
不
ゆ
き
と
ゞ
き
で
あ
り
ま
し
た
。
肝
腎
の
早
川
さ
ん
か
ら
も
、
ほ
ん
の
断
片
を
聞
か
さ
れ
居
た
の
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
殊
に
、
こ
の
方
面
に
、
極
め
て
遺
漏
や
、
未
熟
な
議
論
の
多
い
の
は
、
恥
ぢ
て
も
恥
ぢ
き
れ
な
い
。
（「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」、
532
頁
）
こ
こ
に
い
う
「
神
楽
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
大
神
楽
」
の
こ
と
。
自
ら
の
「
大
神
楽
」
に
関
す
る
「
穿
鑿
」
が
い
か
に
「
未
熟
な
議
論
」
が
多
か
っ
た
か
を
反
省
す
る
一
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
肝
腎
の
早
川
さ
ん
か
ら
も
、
ほ
ん
の
断
片
を
聞
か
さ
れ
居
た
の
に
過
ぎ
な
か
つ
た
」
と
い
う
言
い
方
は
、
な
に
や
ら
責
任
転
嫁
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、「
恥
ぢ
て
も
恥
ぢ
き
れ
な
い
」
と
は
、
折
口
の
鎮
痛
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
あ
と
に
「
も
う
『
花
祭
り
』
の
本
文
二
冊
な
が
ら
刷
り
あ
が
つ
た
今
に
な
つ
て
や
つ
と
、
纔
か
な
資
料
が
、
手
に
は
い
り
ま
し
た
」
の
一
文
が
続
く
。
お
そ
ら
く
校
正
作
業
の
最
中
に
で
も
、
以
下
の
加
筆
が
行
な
わ
れ
た
の
で
は
、
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
切
羽
詰
っ
た
息
遣
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ22
）
。
そ
こ
で
折
口
が
入
手
し
た
「
纔
か
な
資
料
」
が
、「
村
の
辻
紋
平
さ
ん
」
に
よ
る
「
神
楽
調
査
の
項
目
」
に
関
す
る
「
報
告
」
で
あ
り
、
ま
だ
早
川
は
見
て
い
な
い
「
此
方
面
の
採
集
」、
す
な
わ
ち
「
私
の
獲
た
三
沢
・
下
黒
川
・
上
黒
川
な
ど
の
伝
天
正
・
伝
慶
長
・
伝
正
徳
以
下
、
五
種
類
の
神
楽
の
次
第
書
」（
537
頁
）
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
て
、
以
下
、「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
に
加
筆
さ
れ
た
箇
所
を
読
み
進
め
て
み
よ
う
。白
山
の
中
で
、
生
れ
た
者
が
、
此
か
ら
出
て
来
て
新
し
く
ゆ
ま
は
り
・
き
よ
ま
は
り
の
祓
を
受
け
る
行
儀
で
土
地
で
は
、
生
れ
た
者
を
浄
め
る
産
湯
を
つ
か
ふ
意
味
だ
と
申
し
て
居
ま
し
た
。
舞
処
マ
ヒ
ト
の
中
の
湯
釜
の
湯
｜
笹
の
葉
｜
に
花
祭
り
の
湯
立
て
と
同
じ
様
に
浸
し
て
、
生
れ
子
の
全
身
に
ふ
り
か
け
る
事
で
あ
る
。
（「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」、
533
頁
）
八
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
「
魂
」
の
附
着
、
成
長
と
し
て
語
ら
れ
た
「
白
山
」
入
り
の
行
儀
は
、「
湯
」
に
よ
る
祓
え
、
と
い
う
さ
ら
に
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
付
け
足
さ
れ
て
い
く
。
現
行
の
花
祭
で
、
最
終
の
次
第
で
あ
る
「
湯
ば
や
し
」
と
の
連
関
を
想
像
さ
せ
て
く
れ
よ
う
。
さ
ら
に
「
白
山
」
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
く
。
後
に
は
、
成
年
戒
と
い
ふ
よ
り
寧
、
前
年
来
、
神
護
（
）
の
祈
願
を
か
け
て
ゐ
た
人
は
、
女
子
ど
も
に
至
る
ま
で
、
此
山
に
入
つ
て
、
生
れ
替
る
形
を
と
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
何
時
ほ
ど
か
ら
か
、
法
印
な
ど
が
、
合
理
化
し
た
も
の
と
見
え
て
、
山
ご
も
り
す
る
事
を
浄
土
入
り
と
言
ひ
ま
し
た
。
其
か
ら
白
山
へ
架
け
渡
し
た
橋
を
経
文
の
橋
｜
即
、
微
妙
ム
メ
ウ
（
）
の
橋
｜
と
言
ふ
様
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
此
下
の
流
が
三サン
途ヅ
の
川
だ
と
称
し
た
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
、
常
識
仏
教
化
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
（「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
533
〜
4
頁
）
「
神
護
」
は
、「
神
子
」
の
こ
と
。
ま
た
「
微
妙
の
橋
」
は
、「
無
明
の
橋
」
の
誤
り
。
こ
こ
で
立
願
者＝
神
子
た
ち
が
「
白
山
」
に
入
っ
て
い
く
こ
と
を
「
浄
土
入
り
」
と
呼
び
、
そ
こ
に
入
る
橋
を
「
経
文
の
橋
」「
無
明
の
橋
」
と
呼
ん
だ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
折
口
は
、
こ
れ
を
「
常
識
仏
教
化
」
の
説
明
と
し
て
否
定
的
に
見
て
い
る
。
し
か
し
折
口
の
「
常
識
仏
教
化
」
と
い
う
評
価
を
超
え
る
よ
う
な
問
題
が
、
こ
こ
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
近
年
の
「
大
神
楽
」
の
研
究
で
わ
か
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。
ま
さ
に
「
中
世
神
楽
」
の
相
貌
で
あ
る
（
後
述
）。
さ
ら
に
折
口
が
こ
こ
か
ら
導
く
の
は
、
村
落
共
同
体
の
祭
祀
構
造
を
超
え
て
い
く
、「
神
護
（
子
）」
と
い
う
宗
教
的
な
主
体
の
問
題
で
あ
る
。
神
護
の
祈
願
の
か
け
て
あ
る
人
は
、
舞
人
の
資
格
を
持
つ
事
に
な
る
。
さ
う
し
て
橋
を
渡
る
の
に
、
十
人
の
中
一
二
人
は
、
き
つ
と
渡
れ
ぬ
者
が
あ
つ
た
さ
う
で
あ
る
。
渡
れ
た
も
の
は
後
生
は
善
い
処
へ
生
れ
る
と
い
ふ
。
渡
れ
な
い
者
に
対
し
て
は
お
前
は
後
生
が
わ
る
い
か
ら
渡
れ
な
い
で
、
此
後
は
一
層
善
心
に
な
つ
て
く
れ
。
今
後
神
楽
の
あ
る
時
は
、
極
楽
へ
や
つ
て
や
る
か
ら
、
と
よ
く
〳
〵
言
い
聴
か
し
て
還
し
た
と
い
ふ
。
橋
を
渡
つ
た
者
は
、
極
楽
浄
土
へ
行
け
る
の
だ
と
言
ふ
の
で
、
白
山
へ
這
入
る
。
（「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
534
頁
）
「
無
明
の
橋
」
を
渡
っ
て
「
極
楽
浄
土
」＝
「
白
山
」
へ
と
向
か
っ
て
い
く
神
子
た
ち
。
折
口
は
、
そ
れ
を
沖
縄
久
高
島
に
伝
わ
る
イ
ザ
イ
ホ
ー
の
巫
女
の
イ
ニ
写真③ 無明の橋
九
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
儀
礼
と
共
振
さ
せ
て
い
く
。
早
川
さ
ん
に
神
楽
の
話
を
承
つ
た
際
に
も
申
し
た
事
で
す
が
、
沖
縄
久ク
高タカ
島
に
近
年
ま
で
あ
つ
た
い
ざ
い
ほ
う
と
い
ふ
神
事
と
一
つ
意
味
の
も
の
で
、
巫
女
の
資
格
を
受
け
る
こ
の
行
事
以
前
に
、
か
に
男
し
た
女
は
、
舞アス
び
場ナア
か
ら
、
神アシ
殿ヤゲ
に
架
け
た
低
い
橋
が
渡
れ
な
い
と
申
し
ま
す
。
若
し
う
ま
く
人
や
神
を
欺
い
て
渡
り
了
せ
た
も
の
で
も
、
死
ん
で
後
、
浄
土
へ
行
け
ぬ
と
申
し
ま
す
。
や
は
り
神
巫
資
格
と
貞
操
問
題
と
の
関
係
で
す
。
か
う
し
て
筑
摩
鍋
・
久
高
神
人
カミンチュ
定
め
と
並
べ
て
来
る
と
、
貞
操
問
題
よ
り
も
、
物
忌
み
の
完
不
完
に
原
因
が
あ
る
様
に
見
え
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
を
橋
が
ゝ
り
橋
殿
の
舞
の
起
源
と
見
る
の
で
す
。
…
…
日
本
の
古
代
信
仰
に
、
橋
の
重
要
な
地
位
を
占
め
て
ゐ
た
事
が
考
へ
ら
れ
な
い
で
せ
う
か
。
（「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
536
頁
）
「
白
山
」
入
り
と
沖
縄
久
高
島
の
イ
ザ
イ
ホ
ー
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
「
橋
」
で
あ
る
。「
無
明
の
橋
」
を
渡
り
、「
白
山
」
に
這
入
っ
て
、
忌
み
ご
も
り
す
る
こ
と
が
「
神
護
人
」（
神
子
）
と
な
る
た
め
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
よ
う
に
、
久
高
島
の
イ
ザ
イ
ホ
ー
も
神
殿
へ
繫
が
る
「
低
い
橋
」
を
渡
る
こ
と
で
「
神
巫
」
と
成
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
「
大
神
楽
」
に
お
い
て
は
、
村
落
組
織
の
年
齢
階
梯
に
よ
る
「
浄
土
入
り
」
に
た
い
し
て
、
厄
年
な
ど
の
個
人
的
な
祈
願
か
ら
「
神
子
」
と
な
る
「
扇
笠
」
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
還
暦
を
迎
え
「
編
み
笠
」
を
被
る
浄
土
入
り
の
立
願
者
に
た
い
し
て
、
扇
を
三
つ
重
ね
て
笠
に
す
る
「
扇
笠
」
は
、
修
験
の
作
法
と
も
繫
が
っ
て
い
る
。
村
落
共
同
体
の
「
年
齢
階
梯
」
と
は
違
う
、
個
人
的
な
厄
除
け
な
ど
の
立
願
者
は
、
よ
り
宗
教
的
な
意
味
を
も
つ
こ
と
が
想
像
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
さ
ら
に
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
成
巫
儀
礼
と
の
類
似
性
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
白
山
の
中
に
は
、
悪
魔
、
外
道
が
住
ん
で
ゐ
て
、
這
入
つ
て
来
た
神
護
人
を
苦
し
め
苛
む
。
夜
明
け
に
及
ん
で
、
山
見
鬼
が
救
ひ
に
来
る
。
同
時
に
沢
山
の
伴
鬼
が
、
白
山
に
這
入
っ
て
、
悪
神
を
対
治
し
て
、
斧
を
以
て
白
山
を
残
ら
ず
切
り
払
ひ
、
助
け
た
人
々
を
連
れ
て
、
舞
処
に
戻
つ
た
と
い
ふ
。
其
上
で
、
う
ま
れ
き
よ
ま
り
が
行
は
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
（「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
534
頁
）
こ
こ
に
展
開
す
る
「
白
山
」
の
な
か
で
の
行
儀
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
候
補
者
が
一
人
前
の
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
と
な
る
た
め
に
、
他
界
に
お
い
て
科
せ
ら
れ
る
試
練
、
写真④ 「扇笠」をかぶる女性
一
〇
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
苦
痛
の
疑
似
体
験
と
も
通
じ
て
い
よ
う
。
登
場
す
る
「
山
見
鬼
」
は
、
あ
た
か
も
「
神
護
人
」（
神
子
）
た
ち
を
救
出
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
使
役
神
で
も
あ
る
か
の
よ
う
だ
。「
鬼
」
を
使
役
す
る
と
こ
ろ
に
は
「
前
鬼
・
後
鬼
」
の
修
験
道
の
呪
法
と
の
繫
が
り
も
見
え
る
。「
霊
魂
」
の
附
着
儀
礼
と
い
う
、
折
口
の
当
初
の
予
想
を
超
え
る
次
第
が
、「
大
神
楽
」
の
次
第
書
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
信
仰
世
界
は
、
折
口
に
と
っ
て
「
神
巫
資
格
」
を
問
題
と
し
た
沖
縄
久
高
島
の
成
巫
儀
礼
と
共
振
し
つ
つ
、「
大
神
楽
」
独
自
な
儀
礼
世
界
を
構
成
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
以
下
の
記
述
は
、「
山
の
霜
月
舞
」
と
ほ
ぼ
同
文
の
箇
所
で
あ
る
。
神
楽
の
一
大
事
と
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
山
に
つ
い
て
の
行
事
で
、
凡
そ
、
若
衆
の
舞
ふ
、
三
つ
舞
ひ
・
四
つ
舞
ひ
に
、
直
に
接
し
て
行
は
れ
て
居
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
獲
た
三
沢
・
下
黒
川
・
上
黒
川
な
ど
の
伝
天
正
・
伝
慶
長
・
伝
正
徳
以
下
、
五
種
の
神
楽
の
次
第
書
を
見
て
も
、
大
体
、
生ウマ
れ
き
よ
ま
り
の
山
立
て
、
或
い
は
山
を
た
つ
べ
し
、
山
を
ま
つ
る
べ
し
、
山
を
た
づ
ぬ
べ
し
、
山
を
売
り
買
ふ
こ
と
ゝ
い
ふ
事
か
ら
、
子
供
の
誕
生
の
比
喩
を
と
つ
た
行
事
を
行
ふ
様
で
あ
り
ま
す
。
（「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
537
頁
）
折
口
は
、
自
身
が
読
ん
だ
「
神
楽
の
次
第
書
」
の
こ
と
を
強
調
す
る
。
あ
た
か
も
早
川
と
の
差
異
を
際
立
て
る
か
の
よ
う
に
。
そ
の
「
神
楽
の
次
第
書
」
に
も
と
づ
き
、
浄
土
入
り
が
「
生
れ
き
よ
ま
り
」
と
し
て
拡
大
解
釈
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
に
注
目
さ
れ
る
の
が
「
山
立
て
」「
山
を
た
つ
べ
し
」「
山
を
ま
つ
る
べ
し
」「
山
を
た
づ
ぬ
べ
し
」
な
ど
、「
山
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
白
山
に
渡
る
「
橋
」
と
白
山＝
「
山
」
が
折
口
の
大
神
楽
解
釈
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
伊
勢
神
楽
に
お
い
て
も
、
神
座
の
こ
と
を
「
山
」
と
い
う
。「
神
楽
の
御
山
」
と
い
う
表
現
も
頻
出
す
る
の
で
あ
っ
た23
）
。
以
上
、「
山
の
霜
月
舞
」
の
「
真
床
覆
衾
」＝
「
白
山
」
の
行
儀
か
ら
、
さ
ら
に
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」
で
暗
示
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
く
「
浄
土
入
り
」＝
「
白
山
」
の
様
相
が
見
え
て
き
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
折
口
信
夫
は
、
何
を
見
て
、
何
が
見
え
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
次
に
、
近
年
の
祭
文
研
究
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
「
中
世
神
楽
」
の
世
界
と
対
比
さ
せ
つ
つ
、
折
口
の
限
界
と
可
能
性
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
二
、
中
世
神
楽
と
「
浄
土
入
り
」
｜
修
行
す
る
霊
「
浄
土
神
楽
」
と
い
う
視
界
近
年
の
祭
文
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
中
世
神
楽
の
な
か
に
、
浄
土
信
仰
、
念
仏
聖
と
の
交
渉
の
な
か
で
生
成
し
て
い
っ
た
「
浄
土
神
楽
」
と
呼
ば
れ
る
系
譜
が
あ
る
。
岩
田
勝
に
よ
れ
ば
、「
浄
土
神
楽
」
の
系
譜
・
痕
跡
は
、
以
下
の
よ
う
に
列
島
各
地
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る24
）
。
◇
陸
中
下
閉
伊
郡
か
ら
八
戸
市
周
辺
権
現
祈
禱
の
墓
獅
子
。
墓
念
仏
、
念
仏
神
楽
◇
羽
後
保
呂
羽
山
周
辺
菩
提
神
楽
・
後
生
神
楽
・
霊
祭
神
楽
が
年
回
忌
、
先
祖
祭
に
行
な
わ
れ
る
◇
三
河
大
神
楽
の
浄
土
入
り
。
花
祭
の
花
育
て
一
一
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
◇
出
雲
・
隠
岐
八
重
注
連
神
楽
。
霊
祭
神
楽
◇
備
後
浄
土
神
楽
◇
土
佐
い
ざ
な
ぎ
流
の
ミ
コ
神
取
り
上
げ
神
楽
◇
豊
前
植
野
神
楽
。
墓
地
か
ら
神
楽
場
所
の
斎
庭
ま
で
御
魂
を
迎
え
る
次
第
◇
日
向
高
千
穂
神
楽
。
葬
祭
に
神
楽
を
舞
う
こ
れ
ら
の
神
楽
の
多
く
は
祭
場
が
墓
地
で
あ
り
、
ま
た
葬
送
儀
礼
の
一
貫
と
し
て
神
楽
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
一
般
的
な
神
事
芸
能
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ま
っ
た
く
違
う
姿
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
と
い
っ
た
現
世
利
益
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
神
楽
と
は
異
な
る
「
中
世
」
の
神
楽
が
、「
浄
土
」
を
巡
る
宗
教
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
だ
。
ち
な
み
に
、
早
く
五
来
重
は
「
こ
れ
ら
神
楽
の
多
く
の
謎
が
、
修
験
道
と
葬
墓
史
か
ら
解
か
れ
る
も
の
も
す
く
な
く
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（『
葬
と
供
養25
）
』）
岩
田
は
こ
う
し
た
神
楽
を
「
浄
土
神
楽
」
と
総
称
し
た
。
す
な
わ
ち
そ
の
目
的
を
、
鎮
ま
る
こ
と
の
な
い
荒
々
し
い
新
霊
や
中
有
の
中
間
霊
を
祟
り
を
し
な
い
よ
う
に
鎮
め
る
た
め
、
念
仏
の
鎮
魂
の
ほ
か
に
神
楽
の
鎮
魂
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
鎮
魂
の
た
め
に
、
ま
ず
死
霊
を
冥
土
か
ら
よ
び
戻
し
て
神
子
に
寄
り
付
か
せ
、
荒
口
訪
い
（
口
寄
せ
）
さ
せ
た
。
そ
の
う
え
で
、
鎮
魂
の
神
楽
の
能
を
舞
っ
て
死
霊
を
浄
化
し
て
舞
い
う
か
べ
た
と
い
う
類
型
を
推
測
し
て
い
く
の
で
あ
る26
）
。岩
田
が
考
察
し
た
「
浄
土
神
楽
」
は
、
死
者
の
霊
魂
を
浄
化
・
供
養
す
る
神
楽
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
「
浄
土
神
楽
」
の
系
譜
の
な
か
に
は
、
現
世
の
生
者
の
た
め
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
再
生
儀
礼
の
神
楽
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
三
河
の
大
神
楽
の
「
浄
土
入
り
」
の
世
界
で
あ
る
。「
生
き
な
が
ら
あ
の
世
へ
と
渡
る
擬
死
に
よ
る
「
浄
土
入
り
」」
を
果
た
す
儀
礼
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
「
白
山
」＝
浄
土
へ
の
旅
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
天
正
本
『
御
神
楽
日
記
』
の
「
神
楽
の
次
第
」
に
記
さ
れ
た
「
一
、
橋
え
（
の
）
は
ひ
け
ん
じ
よ
う
ど
入
」
の
次
第
で
あ
る
。
以
下
、
山
本
ひ
ろ
子
の
祭
文
解
読
に
導
か
れ
な
が
ら27
）
、
そ
の
儀
礼
世
界
に
分
け
入
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、「
橋
の
拝
見
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
祭
文
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
読
し
て
い
く
と
、「
浄
土
入
り
」
を
行
う
た
め
に
は
、
立
願
者
た
ち
に
は
様
々
な
儀
礼
的
な
試
練
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
候
補
者
が
他
界
に
赴
き
、
厳
し
い
試
練
を
受
け
て
く
る
こ
と
で
、
真
の
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
に
な
る
と
い
う
構
造
と
同
じ
で
あ
る
。
浄
土
入
り
を
果
た
そ
う
と
す
る
立
願
者
た
ち
が
立
ち
向
か
う
試
練
は
、
ま
ず
三
途
の
川
を
渡
る
と
き
に
出
会
う
「
鬼
」
と
の
問
答
で
あ
る
。
そ
の
様
子
を
語
る
の
が
「
橋
の
拝
見
」
と
い
う
祭
文
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
の
「
橋
」
が
こ
こ
に
登
場
す
る
。（
引
用
本
文
に
適
宜
漢
字
を
当
て
る
。）
一
、
抑
々
し
や
ば
（
娑
婆
）
と
め
い
ど
（
冥
土
）
の
境
に
は
三
途
の
川
と
申
し
て
大
き
な
川
が
う
な
た
れ
候
ら
い
け
れ
ば
、
広
さ
が
八
万
余
丈
、
深
さ
も
八
万
余
丈
、
波
の
早
さ
が
三
羽
の
矢
を
射
る
が
如
く
な
り
。
此
の
川
に
は
、
上
の
瀬
、
中
の
瀬
、
下
の
瀬
、
三
瀬
よ
り
外
に
は
更
に
越
す
瀬
は
候
は
ず
。
一
二
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
一
、
上
の
瀬
を
越
さ
ん
と
す
れ
ば
、
青
鬼
と
赤
鬼
と
白
鬼
と
黒
鬼
と
黄
な
る
鬼
と
五
色
の
鬼
が
、
大
な
る
目
を
見
開
き
、
と
り
ふ
く
せ
ん
と
仕
る
、
こ
れ
に
て
お
も
い
よ
り
候
わ
ず
。（
中
略
）
こ
れ
よ
り
思
い
か
や
い
て
越
さ
ん
と
す
れ
ば
、
天
竺
よ
り
閻
魔
帝
釈
し
よ
う
じ
ん
か
け
た
る
は
し
が
を
な
た
れ
候
ぞ
（
中
略
）
抑
々
昔
は
千
石
、
千
貫
、
中
頃
百
石
百
貫
、
今
当
代
で
は
十
石
十
貫
入
さ
せ
申
し
て
、
大
神
楽
と
申
す
を
い
た
し
て
、
日
に
千
人
の
供
養
を
い
た
し
て
ま
い
る
と
申
せ
ば
閻
魔
帝
釈
し
や
う
神
楽
の
記
拠
を
い
た
せ
と
抑
せ
あ
り
、
そ
の
と
き
し
や
う
り
や
う
（
精
霊
）
よ
た
び
の
花
べ
ら
数
い
て
参
ら
せ
候
ぞ
。
拾
六
花
の
花
べ
ら
、
三
拾
六
花
の
花
べ
ら
、
四
拾
六
花
の
花
べ
ら
、
五
拾
六
花
の
花
べ
ら
、
六
拾
六
花
の
花
べ
ら
、
七
や
う
八
な
ん
九
ぼ
ん
（
品
）
の
浄
土
の
花
べ
ら
肌
の
守
に
し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
ま
い
る
と
申
せ
ば
、
こ
れ
が
証
拠
と
閻
魔
帝
釈
し
よ
う
じ
の
御
前
に
さ
し
あ
げ
ま
い
ら
せ
候
い
け
れ
ば
閻
魔
帝
釈
き
こ
し
め
し
て
、
浄
玻
璃
鏡
に
引
き
向
い
て
こ
れ
に
て
た
か
ら
し
ん
話
し
ぞ
や
。
（
慶
長
本
『
神
楽
事
』「
橋
の
拝
見
事
」『
神
楽
の
伝
承
と
記
録
』
26
〜
27
頁
）
白
山＝
浄
土
へ
の
旅
を
す
る
立
願
者
た
ち
は
三
途
の
川
で
待
ち
受
け
る
鬼
た
ち
に
尋
問
さ
れ
る
。
そ
こ
で
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
な
く
浄
土
へ
と
赴
く
た
め
の
「
今
生
で
の
善
行
」
が
問
わ
れ
る
。
そ
の
と
き
彼
ら
が
提
示
し
た
「
通
行
手
形
」
こ
そ
、
今
生
に
お
け
る
神
楽
実
修
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
立
願
者
た
ち
が
、
二
歳
の
と
き
の
「
生
ま
れ
子
」＝
神
子
い
り
の
神
楽
、
十
三
歳
の
と
き
の
「
清
ま
り
」
の
神
楽
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
を
表
す
。
そ
し
て
そ
の
神
楽
を
行
っ
た
証
拠
と
さ
れ
る
の
が
、
彼
ら
が
肌
の
守
り
と
し
て
見
に
つ
け
て
い
た
「
九
品
の
浄
土
の
花
べ
ら
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
せ
る
こ
と
で
、
立
願
者
た
ち
は
見
事
パ
ス
し
て
浄
土
へ
と
赴
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
試
練
と
し
て
の
神
楽
実
修
の
証
拠
と
さ
れ
る
「
花
」
に
つ
い
て
。
神
楽＝
花
の
本
地
を
語
る
の
が
次
の
祭
文
で
あ
る
。
地
蔵
菩
薩
虚
空
に
投
げ
さ
せ
給
へ
ば
╱
落
つ
く
処
は
堂
寺
宮
社
に
╱
落
つ
き
給
へ
候
へ
て
╱
花
の
本
地
と
な
ら
せ
給
へ
候
╱
花
の
数
は
百
八
品ぼん
の
花
の
数
に
て
候
╱
蓮はす
の
花
と
も
申
な
り
╱
蓮
華
の
花
と
も
申
な
り
╱
花
に
て
花
の
咲
い
た
る
優
曇
華
の
花
と
も
申
す
な
り
╱
今
日
今
日
の
御
旦
那
達
の
╱
丹
誠
み
ろ
く
育はご
ぐ
み
育そだ
た
せ
給
へ
て
╱
大
宝
蓮
華
の
花
と
も
申
す
な
り
（
中
略
）
所
は
当
社
氏
大
神
╱
大
宝
蓮
華
の
花
を
育
て
╱
差
上
げ
勧
請
ま
う
し
╱
そ
の
仏
法
の
功
力
を
も
つ
て
之
迄
ま
ゐ
り
候
╱
さ
あ
ら
ば
文
字
の
証
拠
が
あ
る
か
と
て
╱
男
子
を
の
こ
は
左
り
の
袂
を
押
開
き
╱
女
子
を
な
ご
は
右
り
の
袂
を
押
開
き
╱
花
の
御ご
供く
を
押
開
き
╱
花
の
御
串
を
差
出
し
╱
閻
魔
大
王
ぐ
し
ゃ
う
（
倶
生
）
神
へ
と
渡
さ
せ
給
へ
ば
╱
浄じゃう
破は
の
鏡
に
引
合
せ
╱
こ
そ
汝
に
疑
ひ
候
は
ぬ
╱
さ
あ
ら
ば
こ
の
瀬
を
赴
き
給
へ
候
が
…
…
（「
花
の
ほ
ん
げ
ん
祭
文
（
古
戸
）」『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
七
巻
、
375
頁
〜
377
頁
）
「
大
宝
蓮
華
の
花
」
と
は
、
仏
教
儀
礼
の
「
散
華
の
花
」
や
「
花
供
養
」「
華
籠
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
通
じ
よ
う
。「
花
」
と
は
、
仏
菩
薩
を
供
養
す
る
こ
と
に
不
可
欠
な
呪
物
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
こ
こ
で
は
神
楽
実
修
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
読
み
替
え
ら
れ
、
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
よ
う28
）
。
こ
れ
ま
で
の
神
一
三
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
楽
実
修
が
「
浄
土
入
り
」
の
条
件
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
あ
ら
た
め
て
「
神
楽
」
は
、
浄
土
に
入
る
た
め
の
修
行
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
臨
時
祭
祀
と
し
て
の
大
神
楽
を
短
縮
し
、
毎
年
の
年
中
行
事
と
し
て
執
行
さ
れ
た
「
花
祭
」
の
な
か
に
も
、
浄
土
入
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
圧
縮
す
る
「
花
育
て
」
と
い
う
祭
文
・
儀
礼
も
作
り
出
さ
れ
た
。
神
蔓
を
か
ぶ
り
、
花
の
御
串
を
杖
に
つ
い
て
、
以
下
の
「
花
育
て
」
の
祭
文
を
唱
え
つ
つ
、
釜
の
周
り
を
ま
わ
る
と
い
う
次
第
で
あ
る
。
か
ん
き
ち
（
神
父
）
の
額
に
当
て
し
花
鬘
╱
花
の
稚
児
わ
か
ご
に
掛
け
て
ゆ
づ
る
╱
（
五
回
繰
り
返
す
）
╱
か
ん
き
ち
の
か
ん
き
ち
か
ん
ば
（
神
母
）
を
か
ひ
連
れ
て
╱
花
の
稚
児
を
中
に
立
て
╱
開
い
た
花
を
笠
に
着
て
╱
蕾
み
た
花
を
手
に
持
つ
て
╱
同
じ
蓮
華
を
腰
に
差
し
╱
蓮
華
の
茎
を
杖
に
突
き
╱
（
五
回
繰
り
返
す
）
╱
東
方
や
薬
師
の
浄
土
で
花
の
山
╱
こ
れ
の
浄
土
で
花
の
山
╱
南
方
や
観
音
の
浄
土
で
花
の
山
╱
こ
れ
の
浄
土
で
花
の
山
╱
西
方
や
阿
弥
陀
の
浄
土
で
花
の
山
╱
こ
れ
の
浄
土
で
花
の
山
╱
北
方
や
釈
迦
の
浄
土
で
花
の
山
╱
こ
れ
の
浄
土
で
花
の
山
╱
中
央
や
大
日
如
来
で
花
の
山
╱
こ
れ
の
浄
土
で
花
の
山
╱
極
楽
の
東とう
方ぼ
ガ
峯
で
花
の
山
╱
こ
れ
の
浄
土
で
花
の
山
…
…
（「
花
そ
だ
て
祭
文
」
古
真
立
『
花
祭
』
前
篇
438
〜
9
頁
）
こ
こ
で
は
「
花
」
は
、
浄
土
の
山
に
咲
く
花
と
し
て
、
ま
さ
に
浄
土
の
世
界
そ
の
も
の
を
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
花
」
は
、
同
時
に
「
花
の
山
」
で
あ
っ
た
。
白
山
入
り＝
浄
土
入
り
に
繫
が
る
「
山
」
が
こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
浄
土
の
花
の
山
の
イ
メ
ー
ジ
。
こ
こ
に
籠
る
こ
と＝
浄
土
入
り
で
、
あ
ら
た
な
存
在
と
へ
と
変
成
す
る
と
い
う
宗
教
思
想
で
あ
る
。
ま
た
『
御
神
楽
日
記
』
神
楽
の
次
第
に
は
「
じ
や
う
ど
の
行
（
お
こ
な
い
）
七
五
三
本
か
い
読
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
読
ま
れ
る
「
七
五
三
之
本
戒
」
の
祭
文
が
白
山＝
浄
土
の
根
本
を
語
る
も
の
だ
。
次
の
よ
う
な
一
文
に
注
目
さ
れ
る
。
か
る
が
故
に
熊
野
に
て
本
宮
神
楽
、
新
宮
く
わ
け
ん
（
管
弦
）、
那
智
仙
（
殲
法29
）
）
さ
れ
ば
是
に
於
て
都
へ
ま
い
る
御
身
四
目
と
申
す
な
り
、
さ
れ
ば
是
に
於
て
釈
迦
無
尼
大
覚
尊
の
浄
土
須
弥
頂
の
御
前
に
ま
い
ら
ん
と
す
れ
ば
九
山
八
海
あ
り
、
さ
れ
ば
蔵
い
は
く
、
第
一
地
獄
山
、
第
二
字
軸
山
第
三
た
ん
ぼ
く
山
、
第
四
善
見
、
第
五
馬
草
山
第
六
毘
那
迦
山
第
七
尼
民
羅
山
第
八
て
ち
い
山
第
九
須
弥
山
な
り
。（
中
略
）
又
曰
く
内
海
外
海
に
た
ば
ゆ
る
水
は
第
一
に
耳かん
水
、
第
二
に
鈴
水
、
第
三
に
西
天
なん
水
、
第
四
軽きょう水
、
第
五
清
水
、
第
六
不
臭
水
、
第
七
飯
時
不
損
缶
天
こう
水
方
八
飲
己
福
水
と
申
す
な
り
、
第
九
の
外
海
を
ば
甘
水
加
皿
よう
満まん
水
と
申
す
…
…
。
（
慶
長
本
『
神
楽
事
』「
七
五
三
之
本
戒
の
事
」『
神
楽
の
伝
承
と
記
録
』
25
頁
）
写真⑤ 「花育て」山内の花祭
一
四
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
注
連
切
り
に
よ
る
浄
祓
力
を
高
め
、
人
び
と
は
「
神
の
位
階
」
へ
と
近
づ
く
と
さ
れ
る
祭
文
読
誦
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
あ
た
か
も
修
験
山
伏
の
修
行
の
よ
う
に
、
数
々
の
山
々
が
列
挙
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
い
く
つ
も
の
山
々
を
越
え
て
、
こ
の
目
前
の
「
白
山
」
に
辿
り
着
い
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
山
々
は
満
々
た
る
水
に
囲
ま
れ
て
い
る
風
景
が
語
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
水
の
究
極
が
、
浄
化
の
水
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
さ
ら
に
「
水
」
は
、
修
験
系
の
「
伽
の
作
法
」＝
清
浄
無
垢
の
水
を
汲
む
こ
と
で
、
煩
悩
の
垢
を
洗
い
流
し
、
大
日
如
来
の
浄
水
で
清
め
る
こ
と
で
五
智
の
徳
を
供
え
「
仏
」
と
成
っ
て
い
く
峰
入
り
の
行30
）
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
か
の
よ
う
だ
。
以
上
、
大
神
楽
・
浄
土
入
り
や
花
祭
に
見
ら
れ
る
「
浄
土
神
楽
」
の
相
貌
に
は
、
死
者
霊
の
鎮
魂
、
供
養
と
は
ま
た
別
種
の
宗
教
思
想
が
見
て
と
れ
る
。
浄
土
入
り
は
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
儀
礼
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
、
今
生
の
人
び
と
の
「
試
練
」「
修
行
」
と
、「
神
の
位
階
」
へ
の
成
長
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ざ
な
ぎ
流
の
ミ
コ
神
神
楽
の
世
界
一
方
、
浄
土
神
楽
の
系
譜
と
し
て
、
死
者
霊
を
「
神
」
へ
と
成
長
さ
せ
て
い
く
儀
礼
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
も
「
山
」「
水
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
高
知
県
旧
物
部
村
の
い
ざ
な
ぎ
流
が
伝
え
る
「
ミ
コ
神
」
神
楽
で
あ
る
。「
塚
起
こ
し
」
の
次
第
で
、
墓
場
で
「
霊
」
を
取
り
上
げ
た
の
ち
、
家
の
な
か
に
迎
え
て
「
神
楽
」
が
始
ま
る
。
以
下
の
次
第
と
な
っ
て
い
る
。
⑴
浜
の
行
文
⑵
川
の
行
文
⑶
潮
の
行
文
⑷
ま
な
ご
の
行
文
⑸
山
の
行
文
⑹
水
ぐ
ら
え
⑺
お
礼
の
水
を
汲
む
⑻
ご
と
う
⑼
舞
い
上
げ
冥
界
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
た
死
霊
は
、
浜
や
川
、
潮
で
清
め
ら
れ
、
さ
ら
に
⑸
の
「
山
の
行
文
」
で
は
、
羽
黒
山
・
比
叡
山
・
伊
吹
山
…
な
ど
の
各
地
の
霊
山
に
赴
か
せ
、
そ
こ
で
神
と
な
る
た
め
の
修
行
を
積
ま
せ
る
と
い
う
次
第
に
な
っ
て
い
る
。
「
山
の
行
文
」
の
唱
文
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。（
引
用
は
拙
著
『
い
ざ
な
ぎ
流
祭
文
と
儀
礼
』
に
よ
る
。
調
査
中
の
録
音
テ
ー
プ
よ
り
起
こ
し
た
も
の
。
ま
た
髙
木
啓
夫
『
い
ざ
な
ぎ
流
御
祈
禱
』
物
部
村
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
年
に
掲
載
さ
れ
た
詞
章
も
参
照
し
た
）
荒
人
神
の
ご
い
ぜ
ん
様
に
は
、
大
峰
山
へ
参
り
て
、
お
山
の
行
文
な
さ
れ
て
、
行
文
行
体
な
さ
れ
て
、
行
文
行
体
た
け
た
で
な
れ
ば
、
東
方
浄
土
の
注
連
道
越
え
て
、
注
連
道
伝
う
て
神
道
伝
う
た
、
此
の
お
ん
だ
ら
し
ゅ
の
本
筈
伝
う
図版⑥ いざなぎ流の「塚起こし」
一
五
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
て
、
上
筈
伝
う
て
、
弦
の
あ
わ
い
で
、
取
り
上
げ
神
楽
の
き
ん
く
の
御
米
に
、
か
か
り
て
影
向
な
り
た
ま
え
、
か
か
り
て
正
覚
な
ら
し
め
せ
。
羽
黒
山
へ
参
り
て
（
以
下
同
）
╱
比
叡
山
へ
参
り
て
（
以
下
同
）
╱
伊
吹
山
へ
参
り
て
（
以
下
同
）
╱
月
輪
山
へ
参
り
て
（
以
下
同
）
╱
笠
置
山
へ
参
り
て
（
以
下
同
）
╱
金
剛
山
へ
参
り
て
（
以
下
同
）
╱
東
方
富
士
山
へ
参
り
て
（
以
下
同
）、
朝
日
の
行
文
、
夕
日
の
行
文
な
さ
れ
て
…
…
。
（「
山
の
行
文
」
130
〜
1
頁
）
霊
山
で
の
修
行
を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
行
文
行
体
」。「
行
体
」
と
は
「
夫
修
験
之
行
体
ハ
深
秘
不
可
説
」（『
両
峯
問
答
秘
抄
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
煩
悩
を
滅
却
し
修
行
に
励
む
山
岳
修
験
者
の
姿
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
修
験
の
行
で
あ
る
。
こ
こ
で
死
霊
は
、
太
夫
を
先
達
と
し
て
霊
山
を
巡
り
、
修
験
者
の
よ
う
に
修
行
を
積
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
世
界
が
、
太
夫
が
読
む
唱
文
の
声
の
な
か
で
作
り
出
さ
れ
て
い
く
わ
け
だ
。
し
た
が
っ
て
、
浜
、
川
で
の
水
に
よ
る
「
行
文
」
も
、
た
ん
に
死
霊
を
浄
化
す
る
、
清
め
と
い
う
認
識
に
留
ま
ら
ず
、
熊
野
修
験
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
聖
な
る
山
に
入
る
（
入
峰
）
儀
礼
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
さ
し
く
霊
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
か
か
り
て
影
向
な
り
た
ま
え
、
か
か
り
て
正
覚
な
ら
し
め
せ
」
の
フ
レ
ー
ズ
。「
影
向
」
は
、「
か
か
り
て
本
覚
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
。「
本
覚
」「
正
覚
」
と
は
、
修
験
の
峰
入
り
に
お
け
る
「
即
身
成
仏
」
の
発
想
で
あ
る
。
い
ざ
な
ぎ
流
の
神
楽
は
、
そ
れ
を
ミ
コ
神
の
成
長
儀
礼
へ
と
読
み
替
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。「
山
の
行
文
」
に
続
い
て
行
わ
れ
る
の
が
「
水
ぐ
ら
え
」
で
あ
る
。
こ
れ
天
竺
十
三
川
、
百
三
川
の
清
め
の
水
を
、
行
い
お
ろ
い
て
、
神
が
守もり
目め
、
神
楽
の
役
者
、
ひ
と
し
や
く
、
し
や
く
ら
せ
給
う
て
、
一
万
歳
と
も
、
清
ま
り
へ
や
が
り
給
う
て
、
安
座
の
位
に
付
き
給
え
、
本
座
の
位
に
付
き
給
え
。
天てん
下げ
の
位
に
あ
が
り
ま
せ
、
に
か
に
か
う
れ
し
ゅ
、
お
ん
御
酒
召
す
ろ
、
イ
ヤ
リ
ャ
ー
ド
ン
ト
、
サ
ー
バ
ラ
サ
ー
バ
ラ
…
…
。（
以
下
、
二
万
歳
か
ら
十
二
万
歳
ま
で
同
じ
）
（「
水
ぐ
ら
え
」
133
〜
4
頁
）
天
竺
の
聖
な
る
川
か
ら
清
め
の
水
を
汲
み
、
神
楽
の
役
者＝
太
夫
が
、
杓
子
で
そ
れ
を
死
霊
（
荒
ヒ
ト
ガ
ミ
）
に
注
ぐ
。
そ
う
す
る
と
死
霊
は
、
神
と
し
て
の
位
を
一
万
歳
ず
つ
あ
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
清
め
の
水
と
あ
る
よ
う
に
、
死
霊
の
浄
化
、
清
め
と
い
う
こ
と
も
見
え
る
が
、
そ
れ
は
た
ん
に
死
霊
の
穢
れ
を
浄
化
す
る
と
い
っ
た
認
識
に
留
ま
ら
な
い
。
い
ざ
な
ぎ
流
の
「
水
ぐ
ら
え
」
は
、
ミ
コ
神
以
外
の
神
楽
、
オ
ン
ザ
キ
神
、
天
神
な
ど
の
神
楽
に
も
読
ま
れ
る
か
ら
だ
。
こ
こ
に
「
清
め
」
と
は
、
神
の
位
を
あ
げ
る
た
め
の
「
神
清
め
」
と
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
写真⑦ 「取り上げ神楽」
一
六
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
こ
の
「
水
ぐ
ら
え
」
も
、
さ
き
の
「
行
文
行
体
」
と
同
じ
く
修
験
系
の
「
伽
の
作
法
」＝
清
浄
無
垢
の
水
を
汲
む
こ
と
で
、
煩
悩
の
垢
を
洗
い
流
し
、
大
日
如
来
の
浄
水
で
清
め
る
こ
と
で
五
智
の
徳
を
供
え
「
仏
」
と
成
っ
て
い
く
峰
入
り
の
行
と
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
よ
う31
）
。
さ
ら
に
天
竺
の
浄
水
を
死
霊
に
注
ぐ
こ
と
で
位
が
あ
が
る
と
い
う
発
想
に
は
、
灌
頂
儀
礼
の
読
み
替
え
も
見
て
と
れ
よ
う
。
中
世
神
楽
が
、「
神
祇
灌
頂
」
の
作
法
と
リ
ン
ク
す
る
こ
と
は
山
本
ひ
ろ
子
が
指
摘
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
い
ざ
な
ぎ
流
の
「
水
ぐ
ら
え
」
の
神
楽
作
法
に
も
そ
れ
が
見
て
と
れ
よ
う
。「
水
ぐ
ら
え
」
と
は
、
ま
さ
し
く
神
楽
が
灌
頂
儀
礼
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
言
葉
と
い
え
よ
う
。
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン＝
修
行
と
し
て
の
神
楽
で
あ
る
。
修
行
を
果
た
し
て
「
ミ
コ
神
」
と
な
っ
た
死
霊
は
、
神
と
し
て
の
名
前
を
与
え
ら
れ
る
。
現
世
の
名
前
で
も
な
く
、
ま
た
仏
教
寺
院
に
管
理
さ
れ
た
死
後
の
名
前
（
戒
名
）
で
も
な
い
「
神
」
へ
と
変
成
し
た
、
あ
ら
た
な
名
前
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
中
世
に
広
く
展
開
し
た
「
浄
土
神
楽
」
の
世
界
を
見
て
き
た
。
三
河
の
大
神
楽
の
生
者
の
た
め
の
「
浄
土
入
り
」
も
、
死
者
の
霊
を
神
に
祭
り
上
げ
る
い
ざ
な
ぎ
流
の
「
ミ
コ
神
」
神
楽
も
、
霊
的
な
修
行
と
い
う
こ
と
が
、
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
折
口
信
夫
の
学
知
の
背
後
に
さ
て
、
折
口
信
夫
の
「
山
の
霜
月
舞
」
に
立
ち
戻
っ
て
み
る
と
、「
浄
土
入
り
」
と
い
う
表
現
を
「
法
印
な
ど
が
、
合
理
化
し
た
も
の
」「
常
識
仏
教
化
」
と
し
て
否
定
的
に
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
仏
教
以
前
の
「
古
代
」
を
幻
視
し
て
い
た
、
と
い
う
議
論
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
折
口
が
、
祭
文
の
解
読
に
も
と
づ
く
「
中
世
神
楽
」「
浄
土
神
楽
」
の
世
界
に
ま
で
、
そ
の
視
野
が
届
い
て
い
な
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
折
口
が
大
神
楽
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
見
て
い
た
「
山
」
や
「
橋
」
の
問
題
は
、
そ
の
ま
ま
中
世
神
楽
の
な
か
に
具
体
的
な
姿
を
も
っ
て
描
き
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
浄
土
入
り
、
あ
る
い
は
灌
頂
と
い
う
儀
礼
が
も
つ
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
位
相
、
さ
ら
に
い
え
ば
「
霊
」
の
修
行
と
進
化
、
成
長
。
折
口
が
「
花
祭
」「
大
神
楽
」
に
見
て
い
た
も
の
の
深
層
に
は
、
中
世
神
楽
の
世
界
と
の
共
振
が
あ
っ
た
の
は
確
実
だ
。
中
世
神
楽
、
さ
ら
に
「
中
世
神
道
」「
中
世
神
話
」
の
世
界
が
、
折
口
の
学
知
の
背
後
に
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
射
程
を
も
つ
こ
と
が
、
今
後
さ
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う32
）
。
で
は
、
次
に
折
口
が
生
き
た
時
代
へ
と
降
り
立
ち
、
彼
が
な
ぜ
「
山
の
霜
月
舞
」（「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」）
を
書
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
時
代
動
向
の
な
か
か
ら
読
み
な
お
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
三
、「
花
祭
」
の
近
代
「
神
性
を
拡
張
す
る
復
活
の
喜
び
」
折
口
信
夫
が
初
め
て
「
花
祭
」
を
見
学
し
た
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
か
ら
、
「
山
の
霜
月
舞
」（「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」）
の
論
考
を
執
筆
す
る
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
と
い
う
時
代
は
、
明
治
期
に
作
ら
れ
た
「
神
道
」
が
大
き
く
変
容
し
て
く
時
代
に
あ
た
る
。
以
下
、
そ
の
流
れ
を
追
っ
て
み
よ
う
。
一
七
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
「
神
道
国
教
化
」
か
ら
「
国
家
神
道
」
へ
維
新
変
革
を
成
し
遂
げ
、
成
立
し
た
新
政
府
の
「
神
道
国
教
化
」
政
策
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
七
）
に
設
置
さ
れ
た
「
神
祇
官
」
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
年
に
は
「
神
祇
省
」
へ
と
格
下
げ
さ
れ
、
翌
年
に
は
廃
止
さ
れ
「
教
部
省
」
に
吸
収
さ
れ
る
。「
神
道
国
教
化
」
政
策
は
、
挫
折
し
て
い
く
。
西
洋
列
強
、
す
な
わ
ち
「
帝
国
主
義
」
段
階
に
至
っ
た
西
欧
資
本
主
義
国
家
群
と
競
合
し
う
る
「
近
代
国
家
」
を
指
向
す
る
以
上
、「
政
教
分
離
」「
信
教
自
由
」
を
基
本
原
則
に
掲
げ
る
こ
と
が
基
本
原
則
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
仏
教
勢
力
も
取
り
こ
ん
だ
「
大
教
院
」
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
紆
余
曲
折
す
る
「
神
道
」「
神
社
」
の
扱
わ
れ
方
の
な
か
で
、
民
間
信
仰
も
弾
圧
さ
れ
、
ま
た
神
社
祭
祀
も
流
動
化
し
て
い
く
。
三
河
で
も
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
政
令
に
よ
り
「
神
楽
」
執
行
が
不
可
能
と
な
り
、
ま
た
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は
、
山
内
の
花
祭
の
太
夫
の
行
事
に
警
察
が
介
入
し
、
呪
法
が
祭
事
か
ら
削
ら
れ
る
と
い
う
事
態
も
起
き
て
い
た33
）
。
か
く
し
て
明
治
初
年
に
早
く
も
「
神
道
」
は
国
教
と
し
て
の
位
置
か
ら
す
べ
り
落
ち
て
い
く
の
だ
が
、
一
方
、
明
治
国
家
が
天
皇
を
「
君
主
」
と
し
て
戴
く
国
家
で
あ
る
か
ぎ
り
、
天
皇
の
起
源
を
語
る
神
話
や
宮
廷
祭
祀
、
神
社
祭
祀
を
切
り
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
矛
盾
を
孕
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
矛
盾
を
突
破
す
る
政
策
こ
そ
が
、「
神
社
非
宗
教
論
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
い
か
な
る
歴
史
過
程
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
く
る
の
か
。
明
治
十
三
年
〜
十
四
年
（
一
八
八
〇
〜
八
一
）
の
出
雲
派
と
伊
勢
派
が
対
立
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
祭
神
論
争
」
に
よ
っ
て
「
神
道
宗
教
化
」
を
め
ざ
す
出
雲
派
が
排
除
さ
れ
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）、
神
社
祭
祀
を
司
る
「
神
官
職
」
と
国
民
に
神
道
を
教
化
す
る
「
教
導
職
」
を
分
離
し
、
さ
ら
に
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
、「
信
教
自
由
」「
政
教
分
離
」
を
タ
テ
マ
エ
に
、
教
導
職
そ
の
も
の
撤
廃
し
た
。
そ
し
て
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
で
「
信
教
自
由
」
が
法
的
に
保
障
さ
れ
る
一
方
、
神
道
は
「
信
教
」＝
宗
教
と
は
異
な
る
神
社
祭
祀
へ
と
再
編
さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
「
神
社
」
に
関
す
る
行
政
上
の
管
轄
は
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
内
務
省
内
に
設
置
さ
れ
た
「
宗
教
局
」
か
ら
分
離
し
た
「
神
社
局
」
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、「
神
社
非
宗
教
論
」
が
政
府
の
基
本
認
識
と
さ
れ
る
に
い
た
る
の
で
あ
る34
）
。
し
か
し
「
神
社
非
宗
教
論
」
は
同
時
に
、
神
社
へ
の
参
拝
は
一
個
人
の
信
仰
（
宗
教
）
を
超
え
た
公
共
的
、
国
家
的
な
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
く
。
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
は
「
国
民
の
義
務
」、
神
道
は
宗
教
を
超
え
た
「
国
民
道
徳
」
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
神
社
祭
祀
は
、
近
代
的
な
国
民
国
家
に
お
け
る
「
国
民
」
統
合
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
と
い
う
対
外
戦
争
（
侵
略
戦
争
）
の
な
か
で
の
「
国
民
」
形
成
と
パ
ラ
レ
ル
な
問
題
と
し
て
あ
っ
た35
）
。「
国
家
神
道
」
な
る
も
の
の
成
立
は
「
国
民
国
家
」
と
不
可
分
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
神
道
史
の
な
か
の
折
口
信
夫
こ
う
し
た
近
代
の
「
神
道
」
の
歴
史
の
な
か
で
、
折
口
信
夫
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
た
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
国
文
学
者
、
民
俗
学
者
と
さ
れ
る
折
口
で
あ
る
が
、
彼
の
執
筆
し
た
論
考
に
は
、『
皇
国
』『
神
道
学
雑
誌
』『
神
社
協
会
雑
誌
』
『
皇
国
時
報
』
な
ど
、
当
時
の
国
家
神
道
を
担
う
神
道
家
、
神
職
た
ち
の
機
関
誌
、
雑
誌
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
『
古
代
研
究
』（
民
俗
学
一
八
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
篇
２
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
神
道
に
現
れ
た
民
族
論
理
」
の
初
出
誌
は
、『
神
道
学
雑
誌
』
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
第
五
号
で
あ
る
（
な
お
発
表
時
の
目
次
タ
イ
ト
ル
は
「
神
道
に
現
は
れ
た
る
民
族
論
理
」）。
折
口
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
同
じ
号
の
目
次
を
見
る
と
、
上
田
万
年
「
御
大
礼
」、
加
藤
玄
智
「
内
鮮
融
和
の
契
機
と
し
て
の
玉
山
神
社
」、
田
中
義
能
「
神
道
の
意
義
」「
大
和
民
族
と
女
性
」、
今
泉
定
介
「
大
嘗
祭
の
精
神
」
と
い
っ
た
、
当
時
の
錚
々
た
る
神
道
学
者
、
神
道
家
た
ち
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
こ
の
時
代
の
「
国
家
神
道
」
を
思
想
的
、
実
務
的
に
担
っ
て
い
る
学
者
、
神
職
た
ち
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
う
し
た
人
び
と
と
同
じ
誌
面
に
論
考
を
載
せ
る
折
口
も
ま
た
「
国
家
神
道
」
と
は
無
縁
で
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
単
純
に
折
口
信
夫
を
「
国
家
神
道
」
の
担
い
手
と
し
て
批
判
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
近
代
神
道
が
生
成
し
て
い
く
現
場
の
た
だ
中
に
折
口
も
い
た
と
い
う
こ
と
へ
の
注
目
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
彼
の
学
知
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
、
国
文
学
者
、
民
俗
学
者
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
「
折
口
学
」
と
は
異
な
る
相
貌
が
発
見
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
折
口
が
初
め
て
「
花
祭
」
を
見
学
し
た
大
正
十
五
年
の
四
年
前
に
発
表
さ
れ
た
「
現
行
諸
神
道
の
史
的
価
値
」
と
い
う
論
文
を
取
り
あ
げ
た
い
。
こ
の
論
文
の
初
出
は
『
皇
国
』
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
第
二
百
七
十
九
号
。
目
次
に
「
一
」、
本
文
末
尾
に
「（
未
完
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
続
編
を
書
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
書
か
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
、
こ
の
論
考
は
、
初
出
タ
イ
ト
ル
の
ま
ま
で
は
旧
全
集
、
新
全
集
と
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。「
神
道
の
史
的
価
値
」
と
改
題
し
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
刊
行
の
『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
1
に
収
載
さ
れ
、
旧
・
新
全
集
の
第
二
巻
に
収
ま
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
と
背
後
関
係
を
想
像
し
た
く
な
る
論
文
で
あ
る36
）
。
論
文
が
発
表
さ
れ
た
『
皇
国
』
と
は
、「
全
国
神
職
会
」
と
い
う
団
体
の
機
関
誌
で
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
創
刊
し
た
『
全
国
神
職
会
々
報
』
を
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
改
題
し
た
も
の
。「
斯
界
の
動
向
を
指
導
し
て
輿
論
の
喚
起
に
努
め
、
兼
ね
て
祀
職
の
向
上
に
資
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
が
刊
行
主
旨
と
い
う37
）
。「
全
国
神
職
会
」
と
は
、
明
治
二
十
年
代
の
「
神
官
同
志
会
」
か
ら
「
壬
辰
会
」
な
ど
経
て
、
神
社
の
神
職
た
ち
が
結
集
し
た
団
体
で
あ
る
。
設
立
当
初
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
官
僚
統
制
を
離
れ
た
自
主
的
・
自
立
的
な
集
団
で
あ
っ
た
が38
）
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
財
団
法
人
と
な
り
、
組
織
の
整
備
・
強
化
が
図
ら
れ
、
国
家
の
神
社
行
政
の
統
一
・
整
備
を
す
る
た
め
の
重
要
な
機
関
と
な
っ
て
い
く39
）
。
ま
さ
に
「
国
家
神
道
」
を
担
う
神
道
家
、
神
職
た
ち
の
組
織
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
雑
誌
に
、
折
口
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
神
社
非
宗
教
論
」
を
超
え
て
で
は
折
口
は
「
現
行
諸
神
道
の
史
的
価
値
」
の
な
か
で
、「
国
家
神
道
」
に
た
い
し
て
い
か
な
る
立
ち
位
置
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
。（
以
下
、
引
用
は
『
皇
国
』
掲
載
時
に
よ
る
）
「
神
社
が
一
郷
村
生
活
の
中
心
と
な
る
」
の
は
、
理
想
で
あ
る
。
だ
が
、
中
心
に
な
り
方
に
問
題
が
あ
る
。
社
殿
、
社
務
所
境
内
の
利
用
出
来
る
だ
け
、
町
村
の
公
共
事
業
に
開
放
す
る
事
、
放
課
、
休
日
に
於
け
る
小
学
校
の
運
動
場
の
如
く
す
る
だ
け
な
ら
、
存
外
つ
ま
ら
な
い
発
案
で
あ
る
。
結
婚
式
場
と
な
つ
て
居
る
例
は
、
最
早
津
々
浦
々
に
行
き
亘
つ
て
居
る
。
品
評
会
場
、
人
一
九
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
事
相
談
所
、
嬰
児
委
託
所
な
ど
に
は
、
ど
う
や
ら
使
は
れ
相
な
機
運
に
向
い
て
来
た
。
（「
現
行
諸
神
道
の
史
的
価
値
」
21
頁
）
普
段
の
論
文
と
は
違
う
、
か
な
り
時
事
問
題
ふ
う
の
論
調
だ
。
折
口
が
こ
の
文
章
を
書
い
た
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
時
代
、
ま
さ
に
「
神
社
が
一
郷
村
生
活
の
中
心
と
な
る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、「
神
社
中
心
主
義
」
が
国
家
の
政
策
と
し
て
進
行
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
国
家
の
細
胞
と
し
て
の
「
地
方
自
治
体
」
を
育
成
す
る
た
め
の
地
方
行
政
、
町
村
民
の
政
治
・
軍
事
・
教
育
な
ど
の
活
動
を
「
神
社
」
の
祭
典
や
儀
式
に
結
合
さ
せ
る
べ
く
、
自
治
奉
告
祭
の
実
施
、
軍
隊
の
入
退
営
の
奉
告
、
神
社
境
内
で
の
農
産
物
品
評
会
開
催
、
小
学
校
児
童
青
年
団
の
神
社
祭
典
へ
の
参
加
が
進
め
ら
れ
、
町
村
民
の
日
常
生
活
と
神
社
の
結
び
着
き
が
強
制
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る40
）
。
そ
こ
で
本
来
は
神
霊
を
祀
る
宗
教
施
設
た
る
神
社
の
「
宗
教
性
」
を
封
印
、
否
定
し
、
内
務
省
神
社
局
の
「
神
社
非
宗
教
論
」
が
公
式
見
解
と
さ
れ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、「
欧
州
大
戦
」
の
開
戦
に
際
し
て
「
戦
勝
祈
願
」
を
神
社
で
行
な
っ
た
こ
と
に
た
い
し
て
、
そ
れ
は
紛
れ
も
な
い
宗
教
行
為
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
、
キ
リ
ス
ト
教
、
浄
土
真
宗
の
側
か
ら
出
さ
れ
、
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
の
神
戸
教
会
が
反
対
決
議
を
出
す
な
ど
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
わ
た
っ
て
「
神
社
対
宗
教
」
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る41
）
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
象
徴
す
る
よ
う
な
事
件
と
も
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
議
論
さ
れ
る
「
宗
教
」
の
概
念
は
西
洋
近
代
の
レ
リ
ジ
ョ
ン
の
翻
訳
に
近
い
も
の
で
、
個
人
的
な
救
済
、
個
人
の
信
仰
と
い
っ
た
発
想
に
な
る
。「
宗
教
」＝
レ
リ
ジ
ョ
ン
は
、
あ
く
ま
で
も
近
代
的
な
個
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る42
）
。
そ
の
宗
教
観
か
ら
は
神
社
祭
祀
は
、
個
人
の
信
仰
と
は
別
次
元
の
も
の
と
さ
れ
る
わ
け
だ
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
明
治
三
十
年
代
以
降
、
内
務
省
神
社
局
の
公
式
見
解
は
「
神
社
非
宗
教
論
」
を
堅
持
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
神
社
の
「
公
共
性
」
に
よ
る
、「
国
民
」
統
合
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
主
張
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る43
）
。
で
は
、
折
口
信
夫
は
、「
神
社
非
宗
教
論
」
に
た
い
し
て
、
ど
う
論
じ
て
い
る
の
か
。抑
亦
、
当
世
の
人
た
ち
は
、
神
慮
を
易
く
見
積
り
過
ぎ
る
嫌
ひ
が
あ
る
。
人
間
社
会
に
善
い
事
な
ら
ば
、
神
様
も
、
一
も
二
も
な
く
肩
を
お
脱
ぎ
に
な
る
、
と
勝
手
ぎ
め
し
て
居
る
。
信
仰
の
代
り
に
合
理
の
頭
で
、
万
事
を
決
着
さ
せ
て
ゆ
か
う
と
す
る
為
で
あ
る
。
信
仰
の
盛
ん
で
あ
つ
た
時
分
程
、
神
の
意
思
を
、
人
間
の
あ
て
推
量
で
き
め
て
か
ゝ
る
様
な
事
は
し
な
か
つ
た
。
必
神
慮
を
問
ふ
。
我
善
し
と
思
ふ
故
に
、
神
も
善
し
と
許
さ
せ
給
ふ
、
と
す
る
の
は
、
お
し
つ
け
わ
ざ
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
自
分
を
妄
信
し
て
、
神
ま
で
も
己
が
思
惟
の
所
産
と
き
め
る
か
ら
だ
。
信
仰
の
上
の
道
徳
を
、
人
間
の
道
徳
と
極
め
て
安
易
に
握
手
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
神
々
の
奇
蹟
を
信
ぜ
ず
る
信
ぜ
な
い
は
と
も
か
く
も
、
神
の
道
徳
と
人
の
道
徳
と
を
常
識
一
遍
で
律
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
神
を
持
た
ぬ
者
の
自
力
の
所
産
で
あ
る
。
空
想
で
あ
る
。
さ
う
し
た
処
か
ら
、
利
用
も
、
方
便
も
生
れ
来
る
。
二
代
、
三
代
前
の
神
主
の
方
々
な
ら
ば
、
恐
ら
く
穢
れ
を
聞
い
た
耳
を
祓
は
れ
た
事
で
あ
ら
う
。
県
庁
以
下
村
役
場
の
椅
子
に
か
ゝ
つ
て
居
る
人
々
が
、
信
念
な
く
、
理
会
な
く
、
伝
承
の
な
い
、
当
世
向
き
の
頭
か
ら
、
考
へ
出
し
た
計
画
に
、
一
体
ど
こ
ま
二
〇
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
で
、
権
威
を
感
ず
る
義
務
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
（「
現
行
諸
神
道
の
史
的
価
値
」
22
頁
）
「
神
の
道
徳
と
人
の
道
徳
」
と
の
絶
対
的
な
相
違
。
折
口
は
徹
底
的
に
人
間
世
界
と
神
々
の
世
界
と
の
隔
絶
を
説
く
の
だ
。
そ
の
隔
絶
し
た
神
々
に
た
い
す
る
人
間
の
側
の
思
い
が
「
信
仰
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
や
、
人
間
社
会
の
論
理
で
神
々
の
世
界
の
こ
と
を
決
め
て
し
ま
っ
て
い
る
…
…
。
神
社
非
宗
教
論
者
を
「
神
を
持
た
ぬ
者
の
自
力
の
所
産
」
と
批
判
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
神
社
非
宗
教
論
」
の
動
向
の
な
か
で
、
地
方
の
民
間
祭
礼
も
そ
の
宗
教
性
よ
り
も
「
芸
能
」
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
、「
舞
」
な
ど
の
芸
能
性
が
色
濃
い
三
河
の
「
花
祭
」
は
、
そ
う
し
た
位
置
に
置
か
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。「
花
祭
」
の
担
い
手
自
身
の
側
も
、
神
事
の
面
を
省
略
し
、「
芸
能
性
」
を
強
調
す
る
よ
う
に
次
第
も
組
み
か
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
民
俗
学
」
と
い
う
学
術
知
の
形
成
、「
民
俗
芸
能
」
の
タ
ー
ム
の
成
立
と
も
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
早
川
孝
太
郎
の
『
花
祭
』
は
、「
神
事
」
と
「
舞
」
の
次
第
を
分
離
さ
せ
、「
舞
」
を
中
心
と
し
た
花
祭
研
究
・
民
俗
芸
能
研
究
の
基
本
的
枠
組
み
を
作
っ
た
こ
と
は
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
折
口
が
「
白
山
入
り
」
の
宗
教
儀
礼
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
早
川
へ
の
批
判
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
早
川
自
身
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
に
展
開
し
て
い
く
「
地
方
改
良
運
動
」
の
担
い
手
で
も
あ
っ
た
こ
と
も
見
過
ご
せ
な
い44
）
。
青
少
年
か
ら
成
人
た
ち
へ
の
年
齢
階
梯
の
花
祭
の
舞
の
仕
組
み
は
、
祭
礼
に
も
と
づ
く
村
落
共
同
体
の
組
織
化
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
国
家
の
細
胞
と
し
て
の
「
地
方
自
治
」
の
形
成
に
繫
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
折
口
の
「
花
祭
」
論
を
、
神
社
の
非
宗
教
性
が
擬
制
さ
れ
、
国
家
や
公
共
性
の
論
理＝
国
体
が
強
調
さ
れ
て
い
く
「
国
体
神
道45
）
」
へ
の
批
判
の
文
脈
と
し
て
読
み
な
お
す
視
野
が
、
こ
こ
に
ひ
ら
け
て
く
る
だ
ろ
う
。
「
神
性
を
拡
張
す
る
復
活
の
喜
び
」
人
間
世
界
と
神
々
と
の
隔
絶
し
た
関
係
を
説
く
折
口
信
夫
。
そ
れ
は
安
易
な
「
神
社
祭
祀＝
国
民
道
徳
論
」
へ
の
痛
烈
な
批
判
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
人
と
神
と
の
絶
対
的
な
距
離
を
自
覚
す
る
と
き
、
人
は
い
か
に
神
に
近
づ
け
る
の
か
、
神
へ
と
変
成
し
う
る
の
か
、
と
い
う
実
存
的
な
問
い
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
折
口
の
『
郷
土
研
究
』
の
デ
ビ
ュ
ー
論
文
と
し
て
著
名
な
「
鬚
籠
の
話
」（『
郷
土
研
究
』
大
正
四
年
〔
一
九
一
五
〕）
を
読
み
な
お
し
て
み
よ
う
。
ヨ
リ
シ
ロ
、
ヲ
ギ
シ
ロ
を
主
題
と
す
る
本
論
文
は
、「
日
本
の
民
俗
学
が
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
「
依
代
」
と
い
う
こ
と
ば
と
、
そ
の
明
確
な
観
念
と
を
得
た
と
い
う
意
味
で
も
、
記
念
的
な
論
文
で
あ
っ
た46
）
」
と
絶
賛
さ
れ
る
も
の
だ
。
ま
さ
に
神
な
る
も
の
が
ど
の
よ
う
に
、
何
に
憑
依
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
論
じ
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
が
、
本
論
文
こ
そ
、
折
口
の
「
国
家
神
道
」
批
判
、
い
い
か
え
れ
ば
近
代
の
「
神
道
」
に
お
け
る
宗
教
の
可
能
性
を
説
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ47
）
。
以
下
の
引
用
部
分
で
あ
る
。
大
嘗
祭
に
於
け
る
神
と
人
と
の
境
は
、
間
一
髪
を
容
れ
な
い
程
な
の
に
も
係
ら
ず
、
単
に
神
と
神
の
御
裔
ミ
ス
ヱ
な
る
人
と
が
食
膳
を
共
に
す
る
に
止
ま
る
と
い
ふ
の
は
、
合
点
の
行
か
ぬ
話
で
あ
る
。
此
純
化
し
た
お
祭
り
を
持
つ
迄
に
は
、
二
一
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
語
り
脱オト
さ
れ
た
長
い
多
く
の
祖オヤ
た
ち
の
生
活
の
連
続
が
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
は
も
つ
と
神
に
近
い
感
情
発
表
の
形
式
を
も
つ
て
ゐ
た
時
代
で
あ
る
。
今
日
お
慈
悲
の
牢
獄
に
押
籠
め
ら
れ
た
神
々
は
、
神
性
を
拡
張
す
る
復
活
の
喜
び
を
失
う
て
了
は
れ
た
の
で
あ
る
。（「
鬚
籠
の
話
」
新
全
集
２
、
191
頁
）
論
文
は
ヨ
リ
シ
ロ
、
ヲ
ギ
シ
ロ
を
め
ぐ
る
多
く
の
民
俗
事
例
を
紹
介
し
た
あ
と
に
、
唐
突
の
よ
う
に
天
皇
即
位
の
「
大
嘗
祭
」
を
論
じ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
大
嘗
祭
を
「
神
と
神
の
御
裔
な
る
人
」
と
が
た
ん
に
共
に
食
事
を
す
る
、
と
い
っ
た
素
朴
な
祭
祀
で
は
な
い
こ
と
、
そ
こ
に
は
「
神
と
人
と
の
境
は
、
間
一
髪
を
容
れ
な
い
程
」
の
緊
張
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
天
皇
が
「
神
」
と
合
一
す
る
祭
祀
で
あ
っ
た
と
い
い
か
え
て
も
よ
い
。
そ
こ
に
は
後
年
の
折
口
の
大
嘗
祭
論
が
反
響
し
て
い
く
の
で
あ
る
。「
真
床
覆
衾
」
に
包
ま
っ
て
、
天
皇
と
し
て
の
「
魂
」＝
天
皇
霊
の
附
着
を
得
る
こ
と
で
完
成
す
る
、
あ
ら
た
な
魂
に
よ
る
再
生
儀
礼
と
し
て
の
大
嘗
祭
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
三
河
の
山
深
い
村
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
「
大
神
楽
」「
花
祭
」
と
も
共
振
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
文
末
の
謎
め
い
た
一
文
は
何
を
語
る
の
か
。「
今
日
お
慈
悲
の
牢
獄
に
押
籠
め
ら
れ
た
神
々
」
と
は
何
か
。
そ
う
、
神
社
非
宗
教
論
の
も
と
、
「
国
民
道
徳
」
や
「
郷
村
生
活
の
中
心
」
と
い
っ
た
場
所
に
囲
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
近
代
の
神
々
の
姿
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
近
代
の
神
々
は
つ
い
に
「
神
性
を
拡
張
す
る
復
活
の
喜
び
」
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
、
と
。
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
だ
ろ
う
。
折
口
が
三
河
の
花
祭
、
大
神
楽
、
そ
し
て
大
嘗
祭
で
こ
だ
わ
っ
て
い
た
の
は
、
ま
さ
に
附
着
、
憑
依
し
て
く
る
霊
魂
と
の
交
わ
り
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
な
存
在
へ
と
「
拡
張
」
す
る
「
復
活
」
の
歓
喜
の
祭
り
の
現
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
。
神
人
合
一
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
こ
そ
、
折
口
に
と
っ
て
の
「
宗
教
」
の
復
活
で
あ
っ
た
の
だ
。折
口
信
夫
の
霊
魂
論
、
神
人
合
一
論
。
そ
れ
は
幕
末
の
国
学
者
・
鈴
木
重
胤
を
経
由
し
、
平
田
篤
胤
へ
と
遡
及
し
つ
つ
、
一
方
で
は
近
代
に
出
現
し
た
「
古
神
道
」「
教
派
神
道
」
に
連
な
っ
た
神
秘
家
た
ち
の
実
践
と
共
鳴
し
、
他
方
で
は
三
河
の
「
大
神
楽
」
を
媒
介
に
、
中
世
神
楽
、
浄
土
神
楽
の
世
界
へ
、
さ
ら
に
中
世
神
道
、
中
世
神
話
の
世
界
と
の
系
譜
的
な
繫
が
り
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
折
口
信
夫
は
、「
古
神
道
」
の
実
践
家
、
宗
教
家
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
学
者
」
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
選
択
し
た
。
だ
が
、
若
き
時
代
の
教
派
神
道
「
神
風
会
」
と
の
関
わ
り
が
、
た
ん
な
る
青
春
時
代
の
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
終
わ
ら
な
い
と
す
れ
ば48
）
、
学
者
と
し
て
の
折
口
信
夫
は
つ
ね
に
宗
教
実
践
と
の
際
ど
い
関
係
を
生
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
「
山
の
霜
月
舞
」
。
山
深
い
村
落
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
宗
教
芸
能
を
め
ぐ
る
論
考
は
、
民
俗
芸
能
研
究
と
い
う
既
成
の
枠
組
み
を
打
ち
破
る
視
角
を
も
っ
て
読
み
な
お
さ
れ
た
と
き
、
い
ま
だ
捉
え
き
れ
な
い
折
口
信
夫
の
可
能
性
を
わ
れ
わ
れ
の
前
に
指
し
示
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
〔
注
〕
1
）早
川
孝
太
郎
『
花
祭
』
前
編
、
後
編
。
岡
書
院
、
一
九
三
〇
年
（『
早
川
孝
太
郎
全
集
』
Ⅰ
、
Ⅱ
巻
、
未
来
社
、
一
九
七
一
〜
七
二
年
）、
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
｜
花
祭
り
解
説
」『
民
俗
芸
術
』
第
三
巻
第
三
号
、
一
九
三
〇
年
（『
新
版
・
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
一
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
六
年
）、
本
田
安
次
『
霜
月
神
楽
之
研
究
』
明
善
堂
、
一
九
五
四
年
（『
本
田
安
次
著
作
集
』
第
六
巻
所
収
、
錦
正
社
、
一
九
九
五
年
）、
五
来
重
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
七
巻
二
二
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
「
解
説
」、
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
、
武
井
正
弘
「
花
祭
の
世
界
」（『
日
本
祭
祀
研
究
集
成
』
第
四
巻
、
一
九
七
七
年
）、
同
「
奥
三
河
の
神
楽
・
花
祭
考
」
（『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
14
修
験
道
の
美
術
・
芸
能
・
文
学
Ⅰ
』
名
著
出
版
、
一
九
八
〇
年
）、
山
本
ひ
ろ
子
『
変
成
譜
』「
大
神
楽
「
浄
土
入
り
」」
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
、
同
「
浄
土
神
楽
祭
文
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
臨
時
増
刊
号
、
一
九
九
四
年
十
二
月
号
）、
同
「
神
楽
の
儀
礼
宇
宙
」（『
思
想
』
一
九
九
五
年
十
二
月
号
〜
一
九
九
七
年
十
月
号
）、
同
「
祭
儀
と
祭
文
・
花
祭
」（『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
』
第
十
六
巻
「
口
誦
文
学
１
」
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
井
上
隆
弘
『
霜
月
神
楽
の
祝
祭
学
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
同
「
近
世
の
神
事
芸
能
・
花
祭
」（『
ま
つ
り
』
74
号
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
花
祭
研
究
の
課
題
」（『
芸
能
』
20
号
、
二
〇
一
四
年
）、
山
崎
一
司
『
花
祭
り
の
起
源
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
な
ど
。
2
）五
来
、
前
掲
書
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
七
巻
「
解
説
」
319
頁
3
）山
本
、
前
掲
論
文
「
祭
儀
と
祭
文
・
花
祭
」
218
頁
。
さ
ら
に
「
花
太
夫
」
が
所
持
す
る
祭
文
以
外
の
多
様
の
祈
禱
文
や
次
第
書
の
悉
皆
調
査
を
進
め
て
い
る
松
山
由
布
子
の
近
年
の
研
究
も
注
目
さ
れ
る
。
松
山
「
花
太
夫
所
蔵
文
献
に
見
る
奥
三
河
の
宗
教
文
化
」（
説
話
・
伝
承
学
会
『
説
話
・
伝
承
学
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
な
ど
。
4
）岩
田
勝
『
神
楽
源
流
考
』
名
著
出
版
、
一
九
八
三
年
、
同
『
中
国
地
方
神
楽
祭
文
集
』
三
弥
井
、
一
九
九
〇
年
。
5
）斎
藤
英
喜
『
い
ざ
な
ぎ
流
祭
文
と
儀
礼
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
6
）山
本
ひ
ろ
子
「
神
話
と
歴
史
の
間
で
」（『
歴
史
を
問
う
1
神
話
と
歴
史
の
間
で
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、
斎
藤
英
喜
「
祭
文
研
究
の
「
中
世
」
へ
」（
中
世
文
学
会
編
『
中
世
文
学
研
究
は
日
本
文
化
を
解
明
で
き
る
か
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
い
ざ
な
ぎ
流
祭
文
と
中
世
神
話
｜
中
尾
計
佐
清
本
「
金
神
方
位
の
神
祭
文
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
佛
教
大
学
『
歴
史
学
部
論
集
』
第
四
号
、
二
〇
一
四
年
）、
同
「
い
ざ
な
ぎ
流
の
病
人
祈
禱
の
世
界
｜
神
話
研
究
の
視
点
か
ら
」（
ア
ジ
ア
民
族
文
化
学
会
『
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
』
14
号
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。
7
）神
楽
研
究
の
側
か
ら
の
批
判
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
岩
田
勝
『
神
楽
新
論
』
第
三
章
「
鎮
魂
」（
名
著
出
版
、
一
九
九
二
年
）、
井
上
、
前
掲
論
文
（
1
）「
花
祭
研
究
の
課
題
」
な
ど
。
8
）折
口
信
夫
「
跋
｜
一
つ
の
解
説
」（
早
川
孝
太
郎
『
花
祭
』
後
編
、
532
頁
）
9
）「
三
河
北
設
楽
の
村
々
で
行
は
れ
た
神
楽
に
就
い
て
」
は
、
山
崎
、
前
掲
書
『
花
祭
り
の
起
源
』
に
再
録
さ
れ
た
。
10
）「
自
撰
年
譜
」（
新
全
集
36
）
な
ど
に
よ
る
。
し
か
し
折
口
自
身
は
「
山
の
霜
月
舞
」
の
中
で
「
大
正
十
二
年
」
と
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
大
正
十
二
年
の
正
月
、
前
後
五
日
に
亘
つ
て
、
雪
祭
り
の
作
法
と
、
村
人
の
感
情
と
を
凝
視
し
ま
し
た
。
本
祭
り
の
前
日
は
、
一
日
だ
け
目
だ
つ
行
事
も
な
か
つ
た
。
そ
の
日
ち
よ
う
ど
、
三
河
領
豊
根
村
三
沢
の
花
が
、
山
坂
一
つ
越
え
る
ば
か
り
の
牧
ノ
島
と
い
ふ
字アザ
に
あ
る
、
と
聞
き
出
し
て
、
村
の
好
学
者
仲
藤
増
蔵
さ
ん
を
た
よ
り
に
、
は
じ
め
て
、
新
野
峠
を
越
え
ま
し
た
。
設
楽
の
山
村
の
、
寒
く
霞
ん
だ
夕
を
、
静
か
に
見
お
ろ
し
た
其
夜
を
徹
し
て
、
翌
日
昼
ま
で
見
続
け
た
の
が
、
私
に
と
つ
て
、
初
め
て
の
花
祭
り
の
行
事
で
あ
り
ま
し
た
」
と
、
そ
の
感
動
を
語
っ
て
い
る
。
（
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
｜
花
祭
り
解
説
」
新
全
集
21
、
289
〜
290
頁
）
11
）藤
田
大
誠
「
国
家
神
道
体
制
成
立
以
降
の
祭
政
一
致
論
」（
阪
本
是
丸
『
国
家
神
道
再
考
』
弘
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
神
社
対
宗
教
問
題
に
関
す
る
一
考
察
」
（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
な
ど
を
参
照
。
12
）保
坂
達
雄
『
神
と
巫
女
の
古
代
伝
承
論
』
第
二
章
「
生
れ
清
ま
り
と
浄
土
入
り
」
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
363
頁
。
13
）早
川
、
前
掲
書
1
）『
花
祭
』
後
篇
、
31
〜
6
頁
。
以
下
、
引
用
は
『
早
川
孝
太
郎
全
集
』
に
よ
る
。
14
）「『
花
祭
』
後
篇
に
収
録
さ
れ
た
こ
の
次
第
口
伝
書
は
、
下
黒
川
・
正
徳
本
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
近
世
後
期
型
で
あ
る
。
永
享
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
の
年
記
は
信
じ
が
た
い
。」（
山
本
、
前
掲
論
文
（
1
）「
大
神
楽
「
浄
土
入
り
」」
209
頁
）
15
）山
本
、
前
掲
論
文
（
1
）「
大
神
楽
「
浄
土
入
り
」」
130
頁
16
）折
口
、
前
掲
論
文
（
1
）「
山
の
霜
月
舞
｜
花
祭
り
解
説
」
新
全
集
21
、
326
頁
17
）本
田
安
次
『
日
本
の
伝
統
芸
能
第
七
巻
・
伊
勢
神
楽
之
研
究
』
第
一
章
「
伊
勢
神
楽
考
」
22
頁
二
三
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
18
）本
田
、
前
掲
書
17
）「
あ
と
が
き
」
728
頁
19
）た
と
え
ば
松
前
健
『
古
代
伝
承
と
宮
廷
祭
祀
』
第
三
章
「
鎮
魂
祭
の
原
像
と
形
成
」
塙
書
房
、
一
九
七
四
年
、
な
ど
。
20
）折
口
信
夫
の
「
鎮
魂
論
」
が
、
鈴
木
重
胤
の
学
説
に
も
と
づ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
津
城
寛
文
『
折
口
信
夫
の
鎮
魂
論
』
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
、
の
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
。
ま
た
前
田
勉
『
近
世
神
道
と
国
学
』
第
十
三
章
「
鈴
木
重
胤
の
鎮
魂
論
」
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
、
も
参
照
。
21
）近
代
の
「
古
神
道
」
と
の
連
関
に
つ
い
て
は
、
津
城
寛
文
『
鎮
魂
行
法
論
』
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
、
を
参
照
。
22
）保
坂
、
前
掲
論
文
12
）、「『
花
祭
』
刊
行
前
夜
に
は
、
早
川
と
折
口
と
の
間
で
一
寸
の
先
を
争
う
よ
う
な
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
」
362
頁
と
あ
る
。
23
）本
田
、
前
掲
論
文
、
23
〜
25
頁
24
）岩
田
勝
、
前
掲
書
4
）『
神
楽
源
流
考
』
第
九
章
「
神
楽
に
よ
る
死
霊
の
鎮
め
」
316
〜
23
頁
25
）五
来
重
『
葬
と
供
養
』
東
方
出
版
、
一
九
九
二
年
。
199
頁
26
）岩
田
勝
、
前
掲
書
4
）
『
神
楽
源
流
考
』
第
九
章
「
神
楽
に
よ
る
死
霊
の
鎮
め
」
324
〜
27
頁
27
）山
本
、
前
掲
論
文
1
）
「
神
楽
の
儀
礼
宇
宙
」、
同
「
浄
土
神
楽
祭
文
」
な
ど
。
28
）山
本
、
前
掲
論
文
1
）
「
神
楽
の
儀
礼
宇
宙
」「
大
神
楽
か
ら
花
へ
（
下
の
一
）」
139
頁
29
）山
本
『
変
成
譜
』「
中
世
熊
野
詣
の
宗
教
世
界
」
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
、
参
照
30
）宮
家
準
『
修
験
道
思
想
の
研
究
』「
修
験
道
の
成
仏
観
」
春
秋
社
、
一
九
八
五
年
31
）斎
藤
、
前
掲
書
5
）『
い
ざ
な
ぎ
流
祭
文
と
儀
礼
』
第
二
章
「
巫
神
祭
祀
考
」
135
頁
32
）安
藤
礼
二
『
折
口
信
夫
』
第
六
章
「
天
皇
」
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
、
が
山
本
ひ
ろ
子
の
研
究
と
折
口
の
接
点
を
論
じ
て
い
る
。
310
〜
1
頁
33
）武
井
、
前
掲
論
文
1
）「
花
祭
の
世
界
」
34
）以
上
の
記
述
は
、
村
上
重
良
『
国
家
神
道
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
〇
年
、
中
島
三
千
男
「
大
教
宣
布
運
動
と
祭
神
論
争
」（『
日
本
史
研
究
』
126
号
、
一
九
七
二
年
六
月
）、
同
「「
明
治
憲
法
体
制
」
の
確
立
と
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
」（『
日
本
史
研
究
』
176
号
、
一
九
七
七
年
）、
安
丸
良
夫
「
近
代
転
換
期
に
お
け
る
宗
教
と
国
家
」（『
日
本
近
代
思
想
大
系
・
宗
教
と
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）、
阪
本
是
丸
『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
同
『
近
世
・
近
代
神
道
論
考
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
、
島
薗
進
『
国
家
神
道
と
日
本
人
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
〇
年
、
な
ど
を
参
照
し
た
。
35
）中
島
、
前
掲
論
文
34
）「「
明
治
憲
法
体
制
」
の
確
立
と
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
」
36
）折
口
信
夫
「
現
行
諸
神
道
の
史
的
価
値
」
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
英
喜
「
折
口
信
夫
、
異
貌
の
神
道
へ
」（
前
田
雅
之
・
青
山
英
正
・
上
原
麻
有
子
編
『
幕
末
・
明
治
｜
移
行
期
の
思
想
と
文
化
（
仮
）』
勉
誠
社
、
近
刊
）
で
詳
述
し
た
。
本
稿
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
37
）宮
地
直
一
・
佐
伯
有
義
監
修
『
神
道
大
辞
典
』
平
凡
社
、
一
九
三
七
年
。
後
に
縮
刷
版
と
し
て
臨
川
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
刊
行
。
引
用
は
「
縮
刷
版
」
507
頁
38
）中
島
、
前
掲
論
文
34
）「「
明
治
憲
法
体
制
」
の
確
立
と
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
」
185
頁
39
）坂
本
是
丸
『
近
世
・
近
代
神
道
論
考
』
第
三
章
「
大
正
期
の
神
社
界
と
今
泉
定
助
」
397
頁
、
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
40
）赤
澤
史
郎
『
近
代
日
本
の
思
想
動
員
と
宗
教
統
制
』
第
二
章
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
神
社
」
53
頁
、
校
倉
書
房
、
一
九
八
五
年
。
赤
澤
は
本
書
で
、「
現
行
諸
神
道
の
史
的
価
値
」
を
取
り
あ
げ
、「
民
間
神
道
の
多
様
な
信
仰
と
思
想
を
蘇
ら
せ
よ
う
と
す
る
立
場
」
と
評
価
し
て
い
る
。
69
頁
。
な
お
、
同
論
文
を
『
全
集
』
未
収
録
し
て
い
る
が
、
改
題
さ
れ
て
『
全
集
』
第
三
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
。
41
）赤
澤
、
前
掲
書
40
）。
ま
た
藤
田
、
前
掲
論
文
11
）「
神
社
対
宗
教
問
題
に
関
す
る
一
考
察
」、
坂
本
、
前
掲
書
39
）第
四
篇
第
二
章
「
内
務
省
の
「
神
社
非
宗
教
論
に
関
す
る
一
考
察
」
42
）「
宗
教
」
概
念
を
め
ぐ
っ
て
は
、
磯
前
順
一
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
参
照
。
43
）こ
う
し
た
「
国
家
神
道
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
創
造
し
た
ひ
と
り
が
河
野
省
三
（
一
八
二
四
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
（
斎
藤
英
喜
）
八
二
〜
一
九
六
三
）
で
あ
る
。
河
野
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。「
神
社
の
祭
祀
は
、
実
に
我
が
国
民
性
に
淵
源
し
て
、
我
が
皇
室
と
国
家
と
密
接
の
関
係
を
持
し
て
発
達
し
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
た
と
ひ
、
其
形
式
は
如
何
に
変
化
し
ま
し
て
も
、
国
民
性
の
中
枢
の
変
化
せ
ざ
る
限
り
、
神
社
そ
の
も
の
ゝ
本
質
、
従
つ
て
敬
神
の
本
義
に
変
化
が
あ
ら
う
筈
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
此
場
合
、
国
民
性
の
中
枢
と
い
ふ
の
は
、
即
ち
宗
教
的
情
操
で
あ
り
ま
す
。
我
等
は
、
神
社
の
本
質
、
歴
史
、
制
度
に
省
み
て
、
敬
神
の
本
義
を
発
揮
し
、
以
て
我
が
宗
教
的
情
操
の
向
上
を
図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。」（
河
野
省
三
「
敬
神
の
本
義
」『
神
社
協
会
雑
誌
』
大
正
四
年
一
月
、
第
一
号
、
15
頁
）。
な
お
、
河
野
省
三
は
、
柳
田
国
男
と
の
あ
い
だ
で
「
神
道
私
見
論
争
」
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
で
有
名
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
林
淳
「
固
有
信
仰
論
の
学
史
的
意
義
に
つ
い
て
」（
脇
本
平
也
、
他
編
『
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
精
神
文
化
』
新
曜
社
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。
44
）こ
の
点
、
井
上
隆
弘
氏
の
教
示
に
よ
る
。
な
お
、
早
川
孝
太
郎
と
「
地
方
改
良
運
動
」
と
の
関
わ
る
論
考
は
、『
農
村
問
題
と
農
村
文
化
』
全
集
第
五
巻
、
未
来
社
、
一
九
七
七
年
に
収
録
。
45
）「
国
体
神
道
」
は
、
当
時
の
神
職
、
神
道
家
た
ち
の
用
語
で
あ
る
。
46
）西
村
享
編
『
折
口
信
夫
事
典
』
折
口
名
彙
解
説
「
依
代
・
招
代
」（
伊
藤
好
英
執
筆
）
45
頁
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
八
年
、
47
）こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
英
喜
『
異
貌
の
古
事
記
』
青
土
社
、
二
〇
一
四
年
、
240
〜
1
頁
で
も
論
じ
た
。
48
）安
藤
、
前
掲
書
32
）第
一
章
「
起
源
」
参
照
。
な
お
、「
神
風
会
」
の
そ
の
後
の
活
動
と
し
て
、
大
正
初
年
の
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
神
社
参
拝
拒
否
決
議
を
め
ぐ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
「
政
府
が
神
社
崇
敬
を
国
民
道
徳
と
し
て
、
奨
励
し
て
居
る
と
称
し
な
が
ら
、
時
局
に
際
し
内
務
省
が
戦
捷
祈
禱
を
神
社
に
な
さ
し
め
し
に
就
き
、
其
意
志
の
那
辺
に
あ
る
か
を
問
は
ん
こ
と
を
決
議
せ
る
に
、
何
を
取
り
違
へ
た
る
か
、
雑
誌
「
神
風
」
な
る
も
の
を
発
行
す
る
神
風
会
な
る
団
体
は
非
常
に
憤
激
し
、
神
祇
を
誹
謗
す
る
叛
逆
牧
師
、
国
体
を
破
壊
す
る
非
国
民
凶
賊
と
叫
び
、「
基
督
教
徒
撲
滅
号
」
な
る
特
別
号
を
作
り
た
る
由
な
る
が
…
…
。」（
加
藤
玄
智
編
『
神
社
対
宗
教
』
明
治
聖
徳
記
念
学
会
、
一
九
三
〇
年
収
載
「
神
社
と
宗
教
の
争
議
に
関
す
る
世
論
一
瞥
」
194
頁
）
﹇
付
記
﹈
本
稿
の
モ
チ
ー
フ
は
、
説
話
・
伝
承
学
会
二
〇
一
四
年
度
大
会
の
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ア
ジ
ア
の
な
か
の
「
花
祭
」
｜
奥
三
河
の
民
俗
伝
承
を
捉
え
直
す
」
の
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
と
し
て
の
発
言
に
よ
る
。
そ
の
コ
メ
ン
ト
は
「
も
う
ひ
と
つ
の
「
花
祭
」
へ
」
と
し
て
『
説
話
・
伝
承
学
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
活
字
化
し
た
。
ま
た
、
本
稿
の
骨
子
は
、
日
本
宗
教
民
俗
学
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
例
会
で
口
頭
発
表
し
た
。
そ
の
場
で
の
質
疑
と
討
論
に
加
わ
っ
た
会
員
各
位
に
感
謝
す
る
。
ま
た
論
文
化
に
あ
た
っ
て
は
、
井
上
隆
弘
氏
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
教
示
を
得
た
。
井
上
氏
に
も
感
謝
を
。（
さ
い
と
う
ひ
で
き
歴
史
文
化
学
科
）
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
六
日
受
理
二
五
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
六
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
